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ありがとう北小学校。これからも、よろしく P3

P16

P31

平成 22年度 前期講座

祝 大口北小学校竣工
幕 多くの児童を見守った校舎。ありがとう

Be Ambitious 木下 龍さん（余野）

P22
海外派遣事業参加者募集 ほか

お知らせ

P28まちの話題
大口中学校窓ふき ほか

念願かなって美容師に！

「涙と笑顔の卒業式」
3月8日（月）に大口中学校で卒業式がおこな

われました。卒業生の皆さん、これからも未来
に向かってがんばってください。

衛生事業カレンダーは、「保健事業ガイド」
に変わりました。



日 月 火 水 木 金 土

11 12 13 14 15 16 17
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さくら病院

かつし家庭医療医院

佐野医院

寺田循環器科・内科 さくら病院

・普通救命講習会（10）・１０か月児健診（15）
・歩く健康のつどい（15）
・しなやかお達者の会余野（15）
・しなやかお達者の会豊田（15）

・子育て相談室（15）
・丹羽青年会議所公開例会（26）
・親子ふれあい広場（25）

・心配ごと相談（22）

・生ポリオワクチン（14）
・健康相談（15）
・口腔相談（15）
・さくら大学（23）

・歩く健康のつどい（15）
・しなやかお達者の会豊田（15）

・れんげまつり（24）・4か月児健診（15）
・ブックスタート（21）
・家庭児童相談（22）
・心配ごと相談（22）

・フレッシュママの会（15）
・健康相談（15）
・口腔相談（15）
・ひだまりの会（15）
・厚生年金相談（22）

・母子健康手帳交付説明会（15） ・歯科健診（15）
・もぐもぐ教室（15）
・法律相談（22）
・登記相談（22）
・多重債務者相談（22）
・心配ごと相談（22）

・本・雑誌のリサイクル（21）

・消費生活相談（22）
・小学校入学式（24）

・集まれ北っ子
旧校舎お別れ公開（5）

・不動産無料相談（23） ・ＢＣＧ（14）
・健康相談（15）
・口腔相談（15）
・ひだまりの会（15）

・1歳6か月児健診（15）
・しなやかお達者の会余野（15）

・母子健康手帳交付説明会（15）・春の伝統芸能発表会（11）

・人権・行政相談（22）

・子育て相談室（15）
・親子ふれあい広場（25）

・生ポリオワクチン（14）
・健康相談（15）
・口腔相談（15）

・３歳児健診（15）
・心配ごと相談（22）
・中学校入学式（24）

・春色キルト教室（23）
・ペアdeヨガ（25）

2010年4月
APRILAPRIL
2010年4月

休休
日日
診診
療療

診
療
時
間

午
前
９
時
か
ら
正
午

午
後
２
時
か
ら
５
時

救
急
医
療
情
報
セ
ン
タ
ー（
夜
間
）

蘂
０
５
８
６
―

72
―

１
１
３
３

NO.614

※（ ）内はページ数です ※児童センターの行事予定については「児童センターだより」をご覧ください

税務課収納窓口の延長 23日（金）午後7時まで
開設 4日（日）、25日（日）午前10時から午後2時

●固定資産税（全期前納・1期）

納期限：4月30日（金）

携帯電話からの登録方法
携帯電話から下記メールアドレスへ空メールをお送り

ください。送信された携帯電話のメールアドレスあてに
「本登録」の手順をご案内します。

oguchi@entry.mail-dpt.jp

※QRコードを使用できる機種をお持
ちの方は右のQRコードをお使いく
ださい。

あなたのお手元に災害時の緊急情報をお知らせする！

あんしん・安全ねっとあんしん・安全ねっと
防災・防犯メール配信サービス

戸籍保険課
窓口延長日

14日（水）
28日（水）午後7時まで

業務内容：住民票、印鑑登録証明
戸籍証明書（謄本、抄本のみ）の発行、印鑑登録事務

月 日 病院・医院名 電 話

4月4日 かつし家庭医療医院 92-3320

11日 さくら病院 95-6711

18日 佐野医院 95-3179

25日 寺田循環器科・内科 92-3331

29日 さくら病院 95-6711

5月2日 さくら病院 95-6711
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明治40年、大口第二尋常高等小学校と
して誕生した、旧大口北小学校

平成22年、旧大口北部中学校跡地へ移
転した、大口北小学校
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今
回
の
旧
北
部
中
学
校
跡
地
へ
の
移
転

は
、
北
小
学
校
が
こ
れ
ま
で
培
っ
て
き
た

価
値
を
守
り
、
そ
し
て
、
未
来
に
生
き
る

子
ど
も
た
ち
が
学
び
育
つ
場
と
し
て
、
北

小
学
校
の
価
値
を
一
層
高
め
る
こ
と
を
目

的
と
し
て
い
ま
す
。

理
念

○
北
小
で
育
ち
、
北
小
を
育
て
て
き
た
先

人
の
思
い
を
継
承
す
る
学
校

○
未
来
社
会
が
要
請
す
る
課
題
に
応
え
得

る
子
ど
も
を
育
て
る
学
校

○
子
ど
も
た
ち
が
、
安
心
し
て
、
元
気
に

楽
し
く
学
び
遊
べ
る
学
校

○
人
の
つ
な
が
り
の
中
で
、
学
び
合
い
高

め
合
え
る
学
校

○
地
域
社
会
と
協
働
し
、
地
域
文
化
の
中

で
成
長
す
る
学
校

現
在
、
地
球
規
模
の
環
境
問
題
の
解
決

に
向
け
、
取
り
組
む
「
人
づ
く
り
」
が
必

要
と
さ
れ
て
い
ま
す
。
そ
こ
で
、
新
北
小

学
校
を
「
エ
コ
ス
ク
ー
ル
」
と
し
て
位
置

づ
け
、
そ
の
問
題
解
決
に
取
り
組
む
人
材

を
育
て
ま
す
。
学
校
に
は
、
太
陽
光
発
電

機
（
ソ
ー
ラ
ー
パ
ネ
ル
）
が
設
置
さ
れ
て

い
ま
す
。
そ
こ
で
ど
れ
だ
け
発
電
し
た
の

か
、
子
ど
も
た
ち
の
目
に
も
わ
か
る
表
示

板
に
は
、
１
日
の
発
電
量
・
CO2
削
減
量
な

ど
が
表
示
さ
れ
ま
す
。

開
か
れ
た
学
校
づ
く
り
の
一
環
と
し

て
、
地
域
の
皆
さ
ん
に
開
放
す
る
公
園
を

学
校
敷
地
内
に
整
備
し
ま
し
た
。

ま
た
、
６
月
上
旬
、
地
域
の
皆
さ
ん
に
、

新
北
小
学
校
を
見
て
い
た
だ
く
見
学
会
を

予
定
し
て
い
ま
す
。
皆
さ
ん
ぜ
ひ
新
北
小

学
校
に
お
越
し
く
だ
さ
い
。

３
月
１６
日
、
新
北
小
学
校
で
大
口
北
っ

子
わ
く
わ
く
小
学
校
整
備
工
事
竣
工
式
が

お
こ
な
わ
れ
ま
し
た
。

竣
工
式
で
は
、
森
町
長
の
あ
い
さ
つ
を

は
じ
め
、
設
計
者
や
施
工
者
へ
の
感
謝
状

贈
呈
も
お
こ
な
わ
れ
ま
し
た
。
ま
た
、
北

小
学
校
安
田
校
長
先
生
は
、「
北
小
学
校

は
伝
統
あ
る
、
地
域
に
守
ら
れ
た
す
ば
ら

し
い
学
校
で
す
。
今
後
も
地
域
の
皆
さ
ん

の
ご
協
力
を
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。」

と
お
話
さ
れ
ま
し
た
。

式
の
最
後
に
は
北
小
学
校
児
童
に
よ
る

合
唱
も
お
こ
な
わ
れ
、
参
列
者
は
子
ど
も

た
ち
の
歌
声
に
聞
き
入
っ
て
い
ま
し
た
。

式
に
参
加
し
た
児
童
た
ち
は
「
新
し
い

校
舎
が
で
き
て
う
れ
し
い
。
大
き
な
グ
ラ

ン
ド
や
遊
具
で
友
達
と
遊
び
た
い
。
古
い

校
舎
か
ら
移
る
の
は
寂
し
い
け
ど
、
み
ん

な
で
こ
れ
か
ら
も
が
ん
ば
り
ま
す
。」
と

希
望
に
溢
れ
た
表
情
で
語
っ
て
く
れ
ま
し

た
。

新新
北北
小小
学学
校校
のの
理理
念念

エエ
ココ
スス
クク
ーー
ルル
とと
しし
てて

開開
かか
れれ
たた
学学
校校
づづ
くく
りり

左／校舎中央にそびえ
立つ時計台。毎日児童
を見守ります。
上／小学生用に改修さ
れたプール

上／ソーラパネル
右／運動場に設
置された遊具
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明
治
４０
年
、
大
口
第
二
尋
常
高
等
小
学

校
と
し
て
誕
生
し
た
大
口
北
小
学
校
は
、

こ
れ
ま
で
の
校
地
で
開
校
１
０
２
年
の
歴

史
を
積
み
上
げ
て
き
ま
し
た
。

校
舎
や
講
堂
は
何
回
に
も
わ
た
る
改
築

工
事
を
お
こ
な
い
、
現
在
の
校
舎
に
な
っ

て
い
ま
す
。
し
か
し
、
校
舎
の
場
所
は
変

わ
る
こ
と
な
く
、
１
０
２
年
間
同
じ
場
所

で
、
多
く
の
児
童
を
見
守
り
、
多
く
の
卒

業
生
を
送
り
出
し
て
き
ま
し
た
。

ま
た
、
五
条
川
に
面
し
た
豊
か
な
環
境

に
囲
ま
れ
た
大
口
北
小
学
校
で
は
、「
み

ど
り
と
環
境
」
を
テ
ー
マ
と
し
た
様
々
な

教
育
活
動
に
取
り
組
ん
で
き
ま
し
た
。

多
く
の
児
童
を
育
み
、
多
く
の
卒
業
生

を
送
り
出
し
た
校
舎
。
平
成
２２
年
３
月
３１

日
に
そ
の
役
目
を
終
え
、
新
た
な
校
舎
へ

引
き
継
ぎ
ま
し
た
。

４
月
１１
日
に
、
北
小
学
校
Ｐ
Ｔ
Ａ
主
催

の
「
大
口
北
小
学
校
旧
校
舎
お
別
れ
公
開
」

が
お
こ
な
わ
れ
ま
す
。

ぜ
ひ
、
こ
の
校
舎
で
学
校
生
活
を
送
っ

た
皆
さ
ん
、
大
口
北
小
学
校
を
懐
か
し
み
、

友
人
と
思
い
出
を
語
り
ま
せ
ん
か
。

日
時

４
月
１１
日
豸

午
前
９
時
か
ら
１１

時
３０
分

場
所

旧
大
口
北
小
学
校

問
合
せ
先

中
央
公
民
館
２
階

学
校
教
育
課

蘂
９５
―

４
４
４
６

３
月
８
日
豺
に
、
大
口
中
学
校
で

卒
業
式
が
お
こ
な
わ
れ
ま
し
た
。
式

の
最
後
に
は
、
卒
業
生
に
よ
る
合
唱

が
お
こ
な
わ
れ
、
３
年
間
一
緒
に
学

ん
だ
仲
間
た
ち
と
の
別
れ
に
、
涙
を

流
す
生
徒
の
姿
も
見
ら
れ
ま
し
た
。

卒
業
式
後
に
は
、
在
校
生
に
見
送
ら

れ
、
卒
業
生
た
ち
は
校
舎
東
側
の
グ

ラ
ン
ド
に
集
合
。
お
世
話
に
な
っ
た

先
生
や
、
共
に
学
ん
だ
仲
間
た
ち
と

思
い
思
い
に
記
念
写
真
を
撮
っ
て
い

ま
し
た
。
そ
こ
に
涙
は
な
く
、
み
ん

な
満
面
の
笑
顔
で
記
念
撮
影
。「
卒
業

し
て
も
ず
っ
と
友
達
だ
よ
」
と
声
を

か
け
あ
っ
て
い
ま
し
た
。

卒
業
生
の
皆
さ
ん
、
こ
れ
か
ら
も

未
来
に
向
か
っ
て
が
ん
ば
っ
て
く
だ

さ
い
。

１１
００
２２
年年
のの
歴歴
史史
にに
幕幕

大口中学校
涙と笑顔の卒業式
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ほ
ん
の
一
例
で
す
が
、
次
の
よ
う
な
こ

と
に
な
ら
な
い
よ
う
、
忘
れ
ず
に
届
出
を

し
ま
し
ょ
う
。

◆
保
険
税
を
さ
か
の
ぼ
っ
て
払
わ
な
け
れ

ば
な
ら
な
い

◆
医
療
費
の
全
額
を
自
己
負
担
し
な
け
れ

ば
な
ら
な
い

◆
他
の
健
康
保
険
に
加
入
後
、
国
民
健
康

保
険
を
喪
失
す
る
届
出
が
遅
れ
た
ま
ま

う
っ
か
り
国
民
健
康
保
険
証
で
診
療
を

受
け
る
と
、
国
民
健
康
保
険
で
負
担
し

た
医
療
費
を
後
で
返
還
し
な
け
れ
ば
な

ら
な
い

国
民
健
康
保
険
税
は
、
前
年
中
の
所
得

に
応
じ
て
負
担
す
る
額
が
変
わ
り
ま
す
。

国
保
に
加
入
し
て
い
る
方
は
、
所
得
税
や

町
県
民
税
の
申
告
を
す
る
必
要
が
な
い
方

も
、
毎
年
所
得
の
申
告
を
し
て
く
だ
さ
い
。

申
告
を
す
る
と

―

所
得
の
額
に
よ
っ
て
、
次
の
よ
う
な
場

合
も
あ
り
得
ま
す
。

◆
保
険
税
が
減
額
さ
れ
る

◆
高
額
療
養
費
の
自
己
負
担
額
が
減
額
さ

れ
る

◆
入
院
時
の
食
事
自
己
負
担
額
が
減
額
さ

れ
る

左
記
表
に
該
当
す
る
場
合
は
、

14
日
以
内
に
届
出
が
必
要
で
す
。
必
ず
、

印
か
ん
を
お
持
ち
の
上
、
戸
籍
保
険
課
へ

お
越
し
く
だ
さ
い
。

届
出
が
遅
れ
る
と
…

所
得
の
申
告
を
―

国
民
年
金
保
険
料
に
つ
い
て

保
険
料
は
定
め
ら
れ
た
期
間
内
に

き
ち
ん
と
納
付
し
ま
し
ょ
う

平
成
２２
年
度
の
国
民
年
金
保
険
料

は
、
月
額
１
万
５
１
０
０
円
で
す
。

保
険
料
は
、
定
め
ら
れ
た
期
間
内
に

き
ち
ん
と
納
付
し
ま
し
ょ
う
。

過
去
に
未
納
期
間
が
あ
る
方
も
、

２
年
以
内
で
あ
れ
ば
納
付
す
る
こ
と

が
で
き
ま
す
。
一
宮
年
金
事
務
所
へ
、

未
納
分
の
納
付
書
の
再
発
行
を
依
頼

し
て
く
だ
さ
い
。

な
お
、
納
付
が
困
難
な
方
に
は
、

免
除
制
度
や
３０
歳
未
満
の
方
を
対
象

と
し
た
若
年
者
納
付
猶
予
制
度
、
学

生
納
付
特
例
制
度
が
あ
り
ま
す
の
で
、

ご
相
談
く
だ
さ
い
。

問
合
せ
先

▽
一
宮
年
金
事
務
所

蘂
０
５
８
６
―

４５
―

１
４
１
５

▽
役
場

戸
籍
保
険
課

蘂
９５
―

１
１
１
１

こんなとき 手続きに必要なもの

国
保
に
入
る
と
き

他の市区町村から転入したとき 転出証明書

他の健康保険をやめたとき 健康保険の離脱証明書

健康保険の被扶養者からはずれたとき 被扶養者からはずれた証明書

子どもが生まれたとき 保険証、母子健康手帳

生活保護を受けなくなったとき 保護廃止決定通知書

国
保
を
や
め
る
と
き

他の市区町村に転出するとき 保険証

他の健康保険に加入したとき 国保と健康保険の保険証

健康保険の被扶養者になったとき 国保と健康保険の保険証

死亡したとき 保険証、死亡を証明するもの

生活保護を受けることになったとき 保険証、保護開始決定通知書

そ
の
他

退職者医療制度の対象になったとき 保険証、年金証書

町内で住所が変わったとき 保険証

世帯主や氏名が変わったとき 保険証

世帯を分けたり、一緒にしたとき 保険証

保険証をなくしたり、汚れて使えなくなったとき 身分を証明するもの

国
民
健
康
保
険

こ
ん
な
と
き
は

１４
日
以
内
に
届
出
を
！

問
合
せ
先

役
場

戸
籍
保
険
課

蘂
９５
―

１
１
１
１
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大口町国民健康保険に加入されている方を対象に、人間ドックをおこないます。希望される方は、下記の内容
をご確認いただき、お申し込みください。人間ドック以外にも、大口町では色々な健康診査やがん検診を実施し
ます。健康診査の種類や内容については、広報5月号でお知らせします。

◎対象者
下記①と②の両方に該当する方
①平成22年4月1日現在、30歳以上75歳未満で、
大口町国民健康保険に1年以上（平成21年4月
2日以前から引き続き）加入している方

②平成22年3月31日現在、保険税を完納してい
る世帯に属する方

◎定員
▼人間ドックのみ 200名程度
▼脳検査併用 100名程度
※どちらかが定員割れした場合には、定員を超え
た側に予算の範囲内で増員します。予算を超え
る応募があった場合は抽選をおこないます。抽
選番号および抽選日については、4月下旬に通
知します。

◎申込受付期間
4月1日（木）から16日（金）まで
（当日消印有効）

◎検査実施期間
5月中旬から6月末日（予定）

◎申込人数
1世帯につき2名まで

◎自己負担額
▼人間ドックのみ 9,000円
▼脳検査併用 2万4,000円
※小牧市民病院を希望される方は、自己負担額に
2,000円上乗せされます。

※自己負担額は、年齢・所得に関係なく一律です。
受診時に病院でお支払いください。

◎申込方法
はがきまたは次ページの申込書でお申し込みくだ
さい。
▽申込書は、役場戸籍保険課窓口でも用意してい
ます。

▽はがきの記載方法は次ページをご覧ください。
▽申込みは1名1枚です。
▽2名申込みされる場合は、申込書をコピーして
ください。

◎追加検診
子宮がん、乳がん（MMG）の検診も併せて申込
みできます。
※医療機関や項目によって、人間ドックと同日に
実施できない場合があります。また、費用にも
違いがありますので、追加検診を希望される方
は事前に戸籍保険課へお問い合わせください。

大口町国民健康保険加入の皆さんへ

人間ドックの申込みについて

※当選者、当選後の病院の変更はできません。
※検査日は町で決定します。 ※再検査の費用は自己負担になります。
※検査結果は、国民健康保険に加入されている方の健康づくり事業・特定健診
事業の資料として利用させていただきます。あらかじめご了承ください。
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① 保険証記号番号
② 世帯主氏名
③ 電話番号
④ 住 所
⑤ 受診希望者氏名（ふりがな）
⑥ 生年月日
⑦ 性 別
⑧ 希望病院
下記の病院から選択してください。
犬山中央病院・さくら病院・江南厚生病院・小牧市民病院

⑨ 希望検査種別
人間ドックのみ・脳検査併用、どちらかを選択してください。

⑩ 追加検診
乳がん（MMG）のみ・子宮がんのみ・両方希望のいずれか
を選択してください。

平成22年度 国民健康保険 人間ドック等申込書
① 保険証記号番号 ② 世帯主氏名 ③ 電話番号

④ 住 所

〒480-
大口町

⑤ 受診希望者（ふりがな） ⑥ 生年月日 ⑦ 性 別

（ ）
昭和 年 月 日生 男 ・ 女

⑧ 希望病院 犬山中央病院 ・ さくら病院 ・ 江南厚生病院 ・ 小牧市民病院

⑨ 希望検査種別 人間ドックのみ ・ 脳検査併用

⑩ 追加検診 乳がん（MMG）のみ ・ 子宮がんのみ ・ 両方

※ ⑦・⑧・⑨・⑩は○で囲んでください。お申し込みは、ひとり一枚でお願いします。

記載もれの
ないよう
お願いします

① ○○○○○○

② 大口太郎

③ ○○-△△△△

④ 〒480-01××

大口町○○△丁目○○番地

⑤ 大口花子（おおぐち はなこ）

⑥ 昭和××年××月××日生

⑦ 女

⑧ ○○○○病院

⑨ ◇◇◇◇◇◇

⑩ ◎◎◎◎◎◎
申込みおよび問合せ先
〒480-0144 大口町下小口七丁目155番地
大口町役場 戸籍保険課 蘂95-1111 内線153

はがきの記載例

きりとり線



愛
知
県
後
期
高
齢
者
医
療
制
度
保
険

者
の
皆
さ
ん
の
健
康
保
持
・
増
進
を
目

的
に
、
次
の
協
定
保
養
所
に
宿
泊
利
用

す
る
場
合
、
１
人
１
泊
に
つ
き
１
０
０

０
円
を
補
助
し
ま
す
。

平
成
２３
年
３
月
３１
日
宿
泊
分
ま
で
、

全
保
養
所
合
わ
せ
て
４
泊
ま
で
が
対
象

と
な
り
ま
す
。

利
用
方
法

利
用
者
本
人
が
、
直
接
協
定
保
養
所

へ
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。
そ
の
際
に
、

「
愛
知
県
後
期
高
齢
者
医
療
制
度
被
保
険

者
」
で
あ
る
こ
と
を
伝
え
て
く
だ
さ
い
。

最
初
に
利
用
さ
れ
る
保
養
所
の
窓
口

で
、
宿
泊
当
日
、
後
期
高
齢
者
医
療
の

保
険
証
を
提
示
し
、
利
用
カ
ー
ド
の
交

付
を
受
け
て
く
だ
さ
い
。
精
算
時
に
通

常
料
金
に
対
し
、
１
０
０
０
円
を
助
成

し
ま
す
。

ま
た
、
２
回
目
以
降
こ
の
制
度
を
利

用
す
る
際
は
、
ス
タ
ン

プ
を
押
し
て
も
ら
っ

て
く
だ
さ
い
。

な
お
、
パ
ン
フ
レ

ッ
ト
は
、
役
場
戸
籍

保
険
課
に
あ
り
ま

す
。詳

し
く
は
、
愛
知
県
後
期
高
齢
者
医

療
広
域
連
合
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ

さ
い
。

問
合
せ
先

▼
愛
知
県
後
期
高
齢
者
医
療
広
域
連
合

給
付
課

蘂
０
５
２
―

９
５
５
―

１
２
０
５

場 所 協定保養所名 電話番号

犬山市 レイクサイド入鹿 0568-67-3811

桑名市 名古屋市休養温泉ホーム松ケ島 0594-42-3330

東浦町 あいち健康プラザ 0562-82-0235

田原市 シーサイド伊良湖 0531-35-1151

蒲郡市 サンヒルズ三河湾 0533-68-4696

豊田市 豊田市 百年草 0565-62-0100
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生
後
３
か
月
以
上
の
犬
は
、
登
録
と
狂

犬
病
予
防
注
射
を
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ

ん
。
一
度
登
録
す
る
と
生
涯
再
登
録
の
必

要
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
予
防
注
射
は
毎
年

必
要
で
す
。

現
在
登
録
し
て
い
る
方
に
は
、
登
録
内

容
が
記
載
さ
れ
た
『
狂
犬
病
予
防
注
射
の

案
内
』
を
送
付
し
ま
す
の
で
、
予
防
注
射

の
実
施
日
に
お
持
ち
く
だ
さ
い
。

新
た
に
登
録
さ
れ
る
方
は
、
実
施
会
場

で
登
録
と
予
防
注
射
を
し
て
く
だ
さ
い
。

日
時
お
よ
び
場
所

左
記
日
程
表
の
と
お
り

必
要
手
数
料
（
１
頭
あ
た
り
）

◇
登
録
手
数
料
（
未
登
録
犬
）３

０
０
０
円

◇
狂
犬
病
予
防
注
射
手
数
料

２
７
５
０
円

◇
狂
犬
病
予
防
注
射
済
票
交
付
手
数
料

５
５
０
円

問
合
せ
先

役
場

環
境
課

蘂
９５
―

１
１
１
１

内
線
１
６
３

犬
の
登
録
と

狂
犬
病
予
防
注
射

日にち 場 所 時 間

4月13日（火）

萩島集会場 午後1時30分から2時

大屋敷学共施設 午後2時15分から2時40分

秋田学共施設 午後2時55分から3時35分

4月14日（水）
下小口学共施設 午後1時30分から2時10分

豊田学共施設 午後2時30分から3時30分

4月15日（木）

上小口区民センター 午後1時30分から2時

竹田不燃物集積場 午後2時15分から2時45分

外坪学共施設 午後3時05分から3時35分

4月16日（金）

河北学供施設 午後1時30分から1時55分

中小口地区ミュニティセンター 午後2時10分から2時40分

余野学共施設 午後2時55分から3時35分

5月6日（木） 大口町役場（東側） 午後1時30分から2時30分
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つ
い
て
い
ま
す
か
？

住
宅
用
火
災
警
報
器

愛
知
県
で
は
、
平
成
２０
年
６
月
に
住
宅

用
火
災
警
報
器
が
設
置
義
務
化
と
な
り
間

も
な
く
２
年
に
な
り
ま
す
。
み
な
さ
ん
の

お
宅
に
は
設
置
し
て
あ
り
ま
す
か
？

平
成
２１
年
１２
月
時
点
で
、
愛
知
県
の
住

宅
用
火
災
警
報
器
設
置
率
は
約
６８
％
で
す
。

丹
羽
消
防
署
管
内
に
お
い
て
も
同
程
度
の

設
置
率
と
な
っ
て
い
ま
す
。

▽
設
置
は
義
務
な
の
？

設
置
は
義
務
で
す
。

新
築
や
、
す
で
に

お
住
ま
い
の
住
宅
な

ど
一
般
家
庭
は
義
務

化
に
な
っ
て
い
ま

す
。

▽
ど
こ
に
設
置
す
れ
ば
い
い
の
？

全
て
の
寝
室
と
２
階
に
寝
室
が
あ
る
場

合
は
、
階
段
室
に
も
煙
式
警
報
器
を
取
付

け
て
く
だ
さ
い
。
賃
貸
住
宅
の
方
は
設
置

の
際
、
家
主
と
相
談
し
て
く
だ
さ
い
。

左
記
の
設
置
位
置
に
注
意
し
な
が
ら
天

井
や
壁
面
に
固
定
し
て
く
だ
さ
い
。

住
宅
用
火
災
警
報
器
の
必
要
性

逃
げ
遅
れ
に
よ
る
死
者
を
１
人
で
も
減

ら
そ
う
と
始
ま
っ
た
制
度
で
す
が
、
住
宅

用
火
災
警
報
器
を
設
置
し
た
こ
と
で
火
災

を
未
然
に
防
い
だ
事
例
も
数
多
く
報
告
さ

れ
て
い
ま
す
。

し
か
し
、
昨
年
愛
知
県
で
は
住
宅
火
災

（
放
火
自
殺
を
除
く
）
に
お
い
て
死
者
が
６１

名
、
そ
の
内
４７
名
が
逃
げ
遅
れ
に
よ
っ
て

亡
く
な
っ
て
い
ま
す
。
逃
げ
遅
れ
の
７
割

が
住
宅
用
火
災
警
報
器
未
設
置
で
し
た
。

も
し
、
設
置
し
て
い
れ
ば
尊
い
命
を
失
わ

ず
に
済
ん
だ
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
ま
だ
設

置
を
し
て
い
な
い
お
宅
は
、
必
ず
設
置
し

て
く
だ
さ
い
。
詳
し
く
は
、
丹
羽
消
防
署

の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

平
成
２１
年
救
急
統
計

昨
年
、
丹
羽
消
防
署
で
は
１
７
２
１
件

（
前
年
比
６
件
減
）
の
救
急
車
の
出
場
が
あ

り
、
１
７
０
０
名
（
前
年
比
３１
名
減
）
の

傷
病
者
が
病
院
に
搬
送
さ
れ
ま
し
た
。
出

場
し
た
主
な
種
別
に
つ
い
て
は
、
急
病
が

１
０
７
０
件
、
こ
れ
は
全
体
の
約
６２
％
を

占
め
て
お
り
、
続
い
て
交
通
事
故
が
２
６

４
件
と
な
っ
て
い
ま
す
。

傷
病
者
の
程
度
に
つ
い
て
は
１
７
０
０

名
中
、
約
４２
％
に
あ
た
る
７
１
７
名
が
、
入

院
の
必
要
の
な
い
軽
症
と
な
っ
て
い
ま
す
。

救
急
車
は
、
緊
急
に
処
置
を
必
要
と
す

る
方
を
病
院
へ
運
ぶ
た
め
の
も
の
で
す
。

必
要
な
人
が
必
要
な
と
き
に
使
う
こ
と
が

で
き
る
よ
う
、
適
正
利
用
に
ご
協
力
を
お

願
い
し
ま
す
。

消
防
署
で
は
、
休
日
や
夜
間
に
受
診
で

き
る
医
療
機
関
の
問
い
合
わ
せ
に
２４
時
間

対
応
し
て
い
ま
す
。
電
話
番
号
は
蘂
９５
―

５
１
５
１
で
す
。

ま
た
「
救
命
講
習
会
」
も
毎
月
開
催
し

て
い
ま
す
。
救
急
車
が
到
着
す
る
ま
で
の

間
に
お
こ
な
う
応
急
手
当
の
講
習
で
す
。

２
名
以
上
の
申
込
み
で
あ
れ
ば
希
望
日
で

の
受
講
も
可
能
で
す
。
詳
し
く
は
丹
羽
消

防
署
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

丹
羽
消
防
署
消
防
本
部

救
急
担
当

蘂
９５
―

５
１
５
８

―
普
通
救
命
講
習
会
―

日
時

４
月
１７
日
貍

午
前
９
時
か
ら
正
午

場
所

丹
羽
消
防
署

本
署

申
込
み
お
よ
び
問
合
せ
先

丹
羽
消
防
署
本
署

蘂
９５
―

５
１
５
１

大
口
出
張
所

蘂
９５
―

０
１
１
９

子ども室
（寝室）

居 間
階段室

寝 室

台 所

急病
1,070 件

交通事故
264件

一般負傷
231件

労働災害
22件

運動競技 10件
その他 124件

平成 21年救急種別出場件数
（合計 1,721 件）

平成 21年傷病者の程度別割合
（合計 1,700 名）

軽症
717件

中等症
719件

重症
234件

死亡 30件

２
階
に
寝
室
が
あ
る
場
合

▼

義務化
義務化

この期間に
設置してください！

新築住宅

既存住宅

平成18年6年1月 平成20年6年1月
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薄
氷
の
閉
じ
込
め
し
泡
揺
ら
ぎ
お
り土

川
喜
一
郎

御
手
洗
の
柄
杓
か
ん
で
る
薄
氷

酒
井

聖
子

薄
氷
に
朝
日
耀
ふ
あ
し
た
か
な

田
山
地
美
名

薄
氷
の
下
に
寄
り
添
う
鯉
の
彩

縣

弘
子

水
仙
の
初
咲
き
の
香
も
供
え
け
り佐

竹

悦
子

一
部
屋
を
一
輪
で
満
つ
寒
水
仙

渡
辺
す
み
子

潮
風
に
う
な
づ
き
合
ふ
て
野
水
仙神

谷

さ
ち

水
仙
の
島
へ
嫁
御
の
着
き
に
け
り丹

羽

壽
子

福
寿
草
今
年
も
ぽ
か
っ
と
顔
出
し
ぬ丹

羽

清
声

木
洩
れ
日
の
川
辺
明
る
し
春
隣

安
壮

志
保

山
茶
花
の
垣
根
に
開
い
た
猫
の
道梅

田

康
子

久
闊
の
尽
き
ぬ
話
や
春
の
雪

野
田

信
子

庭
の
梅
蕾
ほ
の
か
に
紅
の
色

宮
下
喜
代
子

薄
紙
を
息
止
め
は
ず
す
雛
人
形

安
藤

亮
子

折
り
込
み
の
旅
行
案
内
春
炬
燵

荒
谷
富
美
子

ピ
ン
と
背
を
昔
は
剣
を
吊
っ
た
腰川

手

一
海

保
育
園
ビ
デ
オ
の
遊
戯
見
せ
に
来
る土

田
千
惠
子

真
央
ち
ゃ
ん
も
平
和
が
あ
っ
て
あ
の
笑
顔

長
野

ま
す

電
卓
を
離
さ
ず
ジ
ュ
ー
ス
飲
む
幹
事吉

田

雄
亮

は
な
や
か
な
夜
景
断
ち
き
り
介
護
す
る

安
藤

久
子

観
光
は
幹
事
好
み
の
寺
社
巡
り

平
尾

幸
助

竹
林
に
雀
と
ど
め
て
村
時
雨

葉
栗

晴
美

貝
雛
ち
よ
こ
ん
と
紅
を
さ
し
て
や
り笹

山

宰
子

春
雨
に
藻
が
立
ち
上
が
り
鯉
泳
ぐ長

谷
川
す
ゞ
子

恵
方
巻
き
無
言
で
夫
と
食
ひ
に
け
り丹

羽
留
理
子

味
噌
汁
の
葱
の
香
漂
う
朝
餉
か
な水

野

邦
子

地
を
這
ひ
て
白
を
極
め
り
節
分
草大

野

正
子

春
の
鴨
鵜
舟
の
ま
わ
り
を
か
く
れ
ん
ぼ

佐
藤
千
志
子

羽
搏
し
て
鳥
屋
の
新
鵜
の
語
り
か
な近

藤

清
子

雨
粒
の
梅
の
花
芽
を
閉
じ
込
め
り土

川

照
恵

堀
尾
吉
晴
は
、
現
在
の
知
立
に
お
い
て

刃
傷
事
件
で
重
傷
を
負
い
、
慶
長
５
（
１

６
０
０
）
年
の
関
ヶ
原
の
戦
い
に
参
加
で

き
ず
、
息
子
の
忠
氏
が
出
陣
し
ま
し
た
。

そ
の
戦
功
が
認
め
ら
れ
、
出
雲
隠
岐
（
島

根
県
）
24
万
石
を
与
え
ら
れ
、
１１
月
、
尼

子
氏
の
居
城
と
し
て
名
高
い
富
田
（
と
だ
）

城
（
島
根
県
安
来
市
広
瀬
）
に
吉
晴
と
と

も
に
入
り
ま
し
た
。

そ
の
後
、
忠
氏
は
居
城
を
現
在
の
松
江

に
移
そ
う
と
考
え
て
い
ま
し
た
が
、
慶
長

９
（
１
６
０
４
）
年
８
月
に
28
歳
で
急
死
。

父
の
吉
晴
は
、
忠
氏
の
遺
志
を
継
ぎ
、
松

江
城
の
築
城
に
着
手
し
ま
し
た
。

忠
氏
の
墓
は
、
富
田
城
の
奥
深
く
に
あ

る
と
の
伝
承
と
、
温
泉
で
有
名
な
玉
造

（
た
ま
つ
く
り
）
で
息
を
引
き
取
り
、
近
く

の
報
恩
寺
に
葬
ら
れ
た
と
い
う
説
が
あ
り

ま
す
。

報
恩
寺
境
内
に
は
、
忠
氏
の
も
の
と
さ

れ
る
立
派
な
石
塔
が
あ
り
、
ま
た
、
一
族

の
堀
尾
民
部
の
石
塔
と
伝
え
ら
れ
る
も
の

も
あ
り
ま
す
。
な
お
、
報
恩
寺
所
蔵
の
高

さ
４.３
ｍ
の
木
造
十
一
面
観
音
像
は
、
島
根

県
指
定
文
化
財
と
な
っ
て
お
り
、
い
か
に

由
緒
の
あ
る
お
寺
か
が
う
か
が
え
ま
す
。

春
の
伝
統
芸
能
発
表
会

４
月
４
日
豸
午
前
１１
時
30
分
か
ら
、
堀

尾
跡
公
園
に
て
開
催
し
ま
す
。
南
保
育
園

の
園
児
に
よ
る
太
鼓
の
披
露
、
各
地
区
の

祭
囃
子
、
木
遣
り
な
ど
が
披
露
さ
れ
ま
す
。

な
お
、
雨
天
の
場
合
は
、
中
止
と
な
り
ま

す
。歴

史
民
俗
資
料
館

ご
利
用
案
内

場
所

ほ
ほ
え
み
プ
ラ
ザ

３
階

休
館
日

月
・
火
曜
日

※
祝
日
は
開
館

開
館
時
間

午
前
９
時
か
ら
午
後
５
時

入
館
料

無
料

問
合
せ
先

蘂
９４
―

０
０
５
５

郷
土
ゆ
か
り
の
武
将

堀
尾
吉
晴
の
嫡

男
、
忠
氏
に
つ
い
て
ご
紹
介
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問
合
せ
先

役
場

都
市
整
備
課

蘂
９５
―

１
１
１
１

内
線
１
７
６

３
年
以
内
に
接
続
を
！

下
水
道
を
利
用
で
き
る
区
域
で
、
ま
だ
下
水
道

へ
接
続
さ
れ
て
い
な
い
方
は
、
１
日
も
早
い
接
続

を
お
願
い
し
ま
す
。

工
事
に
ご
協
力
を

―

下
水
道
を
利
用
で
き
る
区
域
を
広
げ
る
た
め
に

毎
年
工
事
を
進
め
て
い
き
ま
す
。
今
後
の
工
事
予

定
区
域
は
、
多
少
変
更
が
生
じ
る
こ
と
も
あ
り
ま

す
が
、
一
つ
の
目
安
と
し
て
ご
覧
く
だ
さ
い
。

工
事
中
は
、
道
路
の
通
行
に
ご
迷
惑
を
お
か
け

し
ま
す
が
、
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

計
画
は
「
分
流
式
」
で
！

今
後
、
下
水
道
工
事
の
予
定
区
域
に
住
ま
れ
る

方
で
、
新
築
、
増
改
築
を
さ
れ
る
場
合
は
、
排
水

は
雨
水
と
生
活
雑
排
水
を
分
け
た
分
流
式
で
施
工

す
る
と
、
将
来
、
下
水
道
へ
の
接
続
が
経
済
的
で

ス
ム
ー
ズ
に
お
こ
な
う
こ
と
が
で
き
ま
す
。

大
切
な
財
産
で
す
！

『
下
水
道
』
は
皆
さ
ん
の
財
産
で
す
。
こ
れ
か

ら
も
大
切
に
正
し
く
使
用
し
、
下
水
道
事
業
へ
の

ご
理
解
と
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

皆
さ
ん
は
、
台
所
や
洗
濯
で

使
っ
た
水
が
ど
こ
へ
流
れ
て
い

く
の
か
ご
存
じ
で
す
か
。
昔
は
、

水
の
自
然
浄
化
作
用
で
、
汚
れ

た
水
が
自
然
に
き
れ
い
に
な
っ

て
、
海
へ
流
れ
て
い
き
ま
し
た
。

し
か
し
今
は
、
生
活
様
式
の

変
化
と
と
も
に
、
水
の
使
い
方

も
様
々
に
な
り
、
ま
た
、
家
庭

用
洗
剤
等
も
昔
に
比
べ
多
様
化

さ
れ
、
水
の
自
然
浄
化
だ
け
で

は
き
れ
い
に
で
き
な
く
な
っ
て

い
ま
す
。

海
や
川
を
き
れ
い
に
す
る
の

は
、
皆
さ
ん
の
思
い
や
り
と

『
下
水
道
』
で
す
。

町
で
は
国
か
ら
の
補
助
金
、

借
入
金
、
受
益
者
負
担
金
等
を

財
源
と
し
て
下
水
道
事
業
を
進

め
て
い
ま
す
。
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は全体計画区域

は下水道を使用できる区域

は平成22年4月から供用開始区域

は平成22年度工事予定区域

五条川 右岸

五条川 左岸

※全体計画とは、将来的に下水道が使える区域を表
しています。

※工事予定区域については、工事が終わった翌年度
以降に下水道を使用することができます。

公共下水道供用開始区域および工事計画



生活習慣病予防

健康おおぐち21 シンボルマーク

減量を成功させるには？ 食事と運動の両方で減量することがポイント！

１か月で体脂肪１㎏（７０００Kcal）を減らすには？

食事に気をつけるだけで一時的に減量することができますが、減量後の体重を維持するためには、食事制限とともに日
常生活に運動を取り入れて、基礎代謝量を下げないことが重要です。基礎代謝量とは、生命を維持するために身体の各
器官が働くときに必要とするエネルギー量をいい「運動をしていないときも必要なエネルギー量」のことです。基礎代謝
量は、年齢や筋肉の量に関係します。若い方、筋肉量の多い方ほど基礎代謝量も大きくなるため太りにくくなります。

測るだけ健康法

７０００Kcal÷３０日＝２３３Kcal 毎日減らすことで１kg減ります
１か月（３０日間）、食事と運動を組み合わせて233Kcalを減らしてみよう！
（例）食事：ショートケーキ１個控える（206Kcal）

運動：１０分ウォーキング （27Kcal） ２３３Kcal

200ml
2５0ml………

食事の例（100Kcal）

１～２枚
大さじ１

・せんべい
・マヨネーズ

・カップヨーグルト
・缶コーヒー（砂糖入り）

・野菜ジュース
・ビール

100g
300ml

………………
……

運動の例（100Kcal）体重６０kgの人の場合

・ウォーキング
・ジョギング
・水泳

（速歩）３０分
１５～２０分
１０～２０分

……

………

……………

今月号の広報に保
健事業ガイドが折
り込まれています。
保健事業ガイドの
裏面に「測るだけ健康法」の体重記録票が載って
いますので、この機会にチャレンジしてみませんか。

日
時
お
よ
び
対
象

●
生
ポ
リ
オ
ワ
ク
チ
ン
（
第
１
回
）

▽
４
月
２
日
貊

平
成
２１
年
６
月
・
７
月

生
ま
れ
の
乳
児

●
生
ポ
リ
オ
ワ
ク
チ
ン
（
第
２
回
）

▽
４
月
１６
日
貊

平
成
２０
年
１２
月
・
平
成

２１
年
１
月
生
ま
れ
の
乳
児

●
Ｂ
Ｃ
Ｇ

▽
４
月
９
日
貊

平
成
２１
年
１２
月
生
ま
れ

の
乳
児

※
受
付
は
い
ず
れ
も
午
後
１
時
か
ら
２
時

※
対
象
以
外
の
方
は
電
話
等
で
予
約
し
て

く
だ
さ
い
。

保
護
者
の
方
へ

体
調
が
心
配
な
と
き
は
、

か
か
り
つ
け
の
医
師
に
相
談
し
て
く
だ

さ
い
。
ま
た
、
予
診
票
お
よ
び
母
子
手

帳
を
お
持
ち
く
だ
さ
い
。

予
防
接
種
は
、
病
気
を
予
防
し
、
流
行

を
抑
え
る
た
め
に
お
こ
な
う
も
の
で
す
。

大
切
な
お
子
さ
ん
を
重
い
感
染
症
か
ら

守
る
た
め
に
は
、
予
防
接
種
に
対
す
る
正

し
い
知
識
と
判
断
が
必
要
で
す
。
保
健
セ

ン
タ
ー
か
ら
配
布
す
る
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
や

「
大
口
町
の
保
健
事
業
ガ
イ
ド
」
等
を
よ
く

読
み
、
最
適
な
時
期
に
予
防
接
種
を
受
け

ま
し
ょ
う
。

麻
し
ん
風
し
ん
３
期
・
４
期
の

予
防
接
種
を
実
施
し
ま
す

麻
し
ん
排
除
計
画
に
よ
り
、
平
成
２０
年

度
か
ら
５
年
間
に
限
っ
て
、
中
学
１
年
生

と
高
校
３
年
生
に
相
当
す
る
方
を
対
象
に
、

２
回
目
の
麻
し
ん
風
し
ん
の
予
防
接
種
を

実
施
し
て
い
ま
す
。

接
種
方
法

麻
し
ん
風
し
ん
混
合
ワ
ク
チ

ン
（
Ｍ
Ｒ
ワ
ク
チ
ン
）
の
接
種

※
た
だ
し
、
麻
し
ん
ま
た
は
風
し
ん
の
ど

ち
ら
か
に
か
か
っ
た
こ
と
が
あ
る
方

は
、
麻
し
ん
ま
た
は
風
し
ん
の
単
独
ワ

ク
チ
ン
も
接
種
可
能
で
す
。

接
種
対
象
者

▽
第
３
期
対
象
者

中
学
１
年
生
相
当
の

年
齢
の
方

▽
第
４
期
対
象
者

高
校
３
年
生
相
当
の

年
齢
の
方

※
対
象
と
な
る
方
に
は
、
個
別
に
通
知
し

ま
す
。
詳
し
く
は
保
健
セ
ン
タ
ー
に
お

問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

接
種
期
間

４
月
１
日
貅
か
ら
６
月
３０
日
貉

接
種
場
所

大
口
町
・
扶
桑
町
・
江
南

市
・
犬
山
市
の
医
療
機
関
（
個
別
接
種
）
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申込みおよび問合せ 蘂94―0051

今
月
の
健
康
俳
句

苑
静
か
葉
先
を
揺
ら
す
落
椿

土
川
喜
一
郎

今
月
の
健
康
川
柳
「
誘
わ
れ
て
歩
く
会
に
は
す
ぐ
返
事
」

平
尾
幸
助

※
こ
の
コ
ー
ナ
ー
は
、
大
口
俳
句
会
・
大
口
川
柳
ク
ラ
ブ
の
皆
さ
ん
の
ご
協
力
に
よ
り
、「
こ
こ
ろ
」
の
健
康
づ
く
り
の
一
翼
を
担
っ
て
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。

集
団
予
防
接
種

平
成
22
年
度

予
防
接
種

麻
し
ん
風
し
ん
予
防
接
種
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私
の
健
康
法
は
毎
日
規
則
正
し
く

が
モ
ッ
ト
ー
で
す
。

１
年
前
大
病
を
し
ま
し
た
が
、
長

年
健
康
教
室
へ
通
っ
て
い
た
た
め
回

復
が
と
て
も
早
か
っ
た
で
す
。
や
は

り
規
則
正
し
い
生
活
が
、
健
康
の
秘

訣
だ
と
確
信
し
ま
し
た
。

他
に
も
地
区
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に

参
加
し
た
り
、
お
友
達
と
お
し
ゃ
べ

り
し
た
り
す
る
こ
と
が
健
康
へ
の
大

き
な
力
に
な
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、

保
健
セ
ン
タ
ー
の
方
に
い
ろ
い
ろ
と

ご
指
導
を
受
け
、
勉
強
を
さ
せ
て
い

た
だ
い
て
い
ま
す
。
こ
れ
か
ら
も
自

分
の
健
康
を
保
っ
て
い
き
ま
す
。 安藤紀子さん

94̶005194̶0051
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行 事 日／曜 受 付 時 間 対 象 者 等

4か月児健診 28（水） 午後1:00
～1:30

21年12月生まれの乳児および未受診児
※個別通知をご確認ください

10か月児健診 13（火） 午後1:00
～1:30 21年6月生まれの乳児および未受診児

1歳6か月児健診 20（火） 午後1:00
～1:30 20年9月生まれの幼児および未受診児

3歳児健診 7（水） 午後1:00
～1:30 19年3月生まれの幼児および未受診児

母子健康手帳交付説明会 5（月）
19（月）

午前9:45
～9:50

母子健康手帳発行、妊娠初期の保健指導
（妊娠届出書を持参）

フレッシュママの会 23（金） 午後1:30
～2:00

生後1か月から3か月ごろの乳児とお母さん
（母子健康手帳を持参）

子育て相談室 1（木）
15（木）

午前9:00
～11:00

子どもの身長・体重測定、保健師・栄養士・助産師・歯科衛生
士による育児や発育に応じた相談と妊婦相談 ※15日は要予約

歯科健診 21（水） 午後1:00
～1:30 2歳3か月児（20年1月生まれ）

もぐもぐ教室 21（水） 午前9:15
～9:30

離乳食後期のお話と調理実習（家族の食事か
らの取り分け方）※要予約

保健師・栄養士による健康相談 毎週金曜日 午前9:30
～11:30

生活習慣病予防、食生活改善、その他健康に
ついての相談

歯科衛生士による口腔相談 毎週金曜日 午前9:30
～11:30

歯についての悩みや、歯のお手入れ方法など
の相談 ※要予約

歩く健康のつどい 13（火）
27（火）

午前9:30
～9:45

血圧測定、尿検査、ストレッチ体操、1時間歩
行など

地
域
で
の
介
護
予
防

ひだまりの会
（中小口地区コミュニティーセンター）

9（金）
23（金） 午前10:00 ご家庭から外出する機会の少ない高齢者の方を対象に、レクリ

エーション・筋力トレーニング等介護予防活動をおこないます。

しなやかお達者の会
（余野学共施設）

13（火）
20（火） 午前10:00 介護予防のための筋力トレーニングを中心と

した運動・その他レクリエーションをおこな
います。しなやかお達者の会

（豊田学共施設）
13（火）
27（火） 午前10:00
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子ども対象（大口町にお住まいのお子さんに限ります） 親子対象（大口町にお住まいのご家族に限ります）

4月 11日（日）
午前9時から生涯学習課（中央公民館2階 研修視聴覚室）で受付
生涯学習課（温水プール2階） 95-3155

受 付

問合せ

講
座
名

内
容

期
間
回
数

曜
日
時
間
場
所
対
象

費
用

プ
ロ
グ
ラ
ム

講
師

Clay craft 教室
お母さん、

いつもありがとう

親子で囲碁に
チャレンジ

親子
たけのこ自然教室
－マイギリ式

火おこし器つくり－

親子
たけのこ自然教室
－竹パンつくり－

土曜日
午前10時から正午

中央公民館 C会議室 中央公民館 調理室

小学３年生から中学生まで
20名

受講料 100円
材料費 800円

受講料 300円
材料費 1,000 円

キッズパン
－子どもパン作り教室－

母の日に合わせて

カーネーションを作っ

てみませんか？

樹脂粘土はとても柔

らかく、乾くと固まる

ので、いろいろな形を

作る事ができます。

この機会にカーネー

ションを手作りして、

大好きなお母さんへプ

レゼントしましょう！

パン生地からいろい

ろなパンを作ります。

焼きたてのパンをその

場でいただきます。また、

作ったパンをお土産と

して持ち帰ります。

手作りのおいしさ、

楽しさを体験してみま

しょう！

『囲碁』って難しい

そう！でも、やってみ

れば意外と簡単。

初めて囲碁に触れる

親子を対象とした、分

りやすい入門講座で

す。

脳トレにも最適！

この機会にぜひ親子

で挑戦を。

カーネーション作り

5 月 8日
（1回）

Clay craft“ROSY”さん
ジャパンホームベーキングスクール
渡辺啓子さん 服部真由美さん

丹羽孝子さん

大口町文化協会所属 囲碁クラブ
兼松三欣さん他会員のみなさん

高林 徹雄さん高林 徹雄さん

5 月8日

日曜日
午後１時から3時30分

小学１年生から６年生
36名

5月16日、6月27日
7月25日
（3回）

中央公民館
研修視聴覚室

日曜日
午後１時30分から
3時30分

小学生以上の親子
10組

受講料
一家族 1,000 円

お楽しみパン
（あん・クリーム入り）

面パン
（パン生地でお面を作り
ます）
くるくるウインナー

ピザパン

４月２５日、
５月９日、２３日、３０日
６月６日、１３日（６回）

5月16日

6月27日

7月25日

囲碁の基本的なルール

ルール（その１）

ルール（その２）

石の生き死に

テクニックと勝ち負け

囲碁対局実践

4月25日

5月9日

5月23日

5月30日

6月6日

6月13日

木をまわして火をつ

ける。そんな大昔の火

のつけ方を一度は体験

してみたいと思ったこ

とはありませんか？

この講座ではその火

をおこす道具を作りま

す。作った後、実際に

火をつけてみましょ

う。

竹林の中で竹を使っ

てパンを焼きます。

パンの生地つくりか

ら焼く作業まで、すべ

ておこないます。

竹の香りのする焼き

たてのパンを親子で楽

しんでみてください。

５月１６日におこなわ

れる火おこし器つく

りに参加される方は、

どうぞこの機会に自

分で火をおこして、

その火でパンを焼い

てみてください。

大口中学校
技術室

日曜日
午前9時から正午

小学3年生以上の親子
15組

受講料 200円（一家族）
材料費 500円（一台分）

マイギリ式

火おこし器つくり

5 月１６日
（1回）

5月16日

大口町たけのこ広場
（雨天時 白山ふれあいの森）

土曜日
午前9時から正午

小学生以上の親子
15組

受講料 200円（一家族）
材料費 500円（一家族）

竹パンつくり

6 月１2日
（1回）

6月12日

※

託児を受付ておりますので、申込み時にご相談ください。
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一般成人対象 講座

講
座
名

内
容

期
間
回
数

曜
日
時
間
場
所
対
象

費
用

プ
ロ
グ
ラ
ム

講
師

平成22年度

前前期講座期講座前前期講座期講座前期講座 「だれでも どこでも 気軽に学べる」 をモットーに、

さまざまな分野で、いろいろなことを経験しながら、

学ぶ喜びを実感していただけるよう講座を開催します。

くらしに役立つ法律知識
－上手な近所つきあいを

するために－

Clay craft 教室
季節を彩る壁掛けづくり 流木の灯りアート

金曜日
午前 10時から正午

中央公民館 C会議室 中央公民館 調理室

一般 20名

受講料 1,000 円

そのコツ教えちゃいます！
楽々弁当講座

私たちは、日常生活にお

いて思ってもみなかったよ

うな問題が発生することが

あります。本講座では、上

手な近所つきあいをするた

めに、また近隣トラブルの

解決方法としての法律知識

を学ぶものです。さらに、

皆さんが裁判員に選ばれた

ときのために裁判員制度を

理解すべく、名古屋地方裁

判所での法廷傍聴も行いま

す。

忙しい朝を上手に使って

家族の健康のために美味し

いお弁当を作りませんか？

短縮のコツ、教えちゃいま

す！手早く作るための段取

りや、見栄え、食材の使い

方や保存の方法など、レ

パートリーも広がります

よ。出来上がったものはお

弁当箱に詰めて持ち帰りま

す。家族で食べてみてくだ

さい。

樹脂粘土は、マシュマロ

のように柔らかくとても軽

いのが特徴です。紙粘土の

ように乾くと固まるので、

いろいろな形を作って飾る

事ができます。

今回は壁掛けの花飾りを

春・夏と二種類作ります。

壁に掛ける台まで樹脂粘土

で作ります。すべてお手製

の壁飾りはいかがですか。

はじめに
『近隣トラブルのいろいろ』
境界のトラブルと解決方法

建築・増築のトラブルと
解決方法

わが国の裁判員制度

名古屋地方裁判所での法廷
傍聴・見学
※町バス使用
（午前 8時 30分出発予定）

アパート・マンションの
トラブルと問題解決

日常生活のトラブルと問題解決
まとめ

5 月 21日から
6月 25日
（6回）

元京都学園大学法学部助教授
後藤 幸康さん

江口 眞理子さん Clay craft“ROSY”さん 高林 徹雄さん

5 月21日

5月28日

6月4日

6月11日

6月18日

6月25日

土曜日
午前 10時から正午

一般 24名

受講料 500円
材料費 1,500 円

（お持帰り用弁当箱代金含む）

これさえあれば楽々お弁当
ゆで豚のチーズ焼き
豚肉角煮風
スパニッシュオムレツ

技あり！１５分の楽々お弁当
チンジャオロース風
きんぴら・タンドリー魚
簡単ラタトゥイユ
キャベツのコーンサラダ
手まりごはん

暑い日の安心楽々お弁当
鮭の南蛮漬け
いんげんの粉チーズがけ
ロール鶏肉
ミックスサラダ寿司
ちくわ梅

5 月 22日、6月19日
7月 24日
（3回）

5 月22 日

6月19日

7月24日

中央公民館 C会議室

第 2・第４土曜日
午後１時30分から3時30分

土曜日・日曜日
午前 9時から正午

一般 20名

受講料 1,000 円
材料費 4,900 円

壁掛けの土台作り

レンゲ作り

あじさい作り

5 月 8日から
7月 24日
（6回）

5 月8日、22 日

6月12日、26 日

7月10日、24 日

竹を材料にして竹紙を作

り、流木を組み合わせて灯

りを作ります。

流木の形は一本一本違

い、それに貼り合わせる紙

は自分で作りますので、自

分好みの模様をつける事が

できます。まさに自分に

合った世界に一つしかない

灯りができあがります。そ

んな素敵な灯りを作ってみ

ませんか。

大口中学校 理科室

一般 15名

受講料 500円
材料費 2,800 円

紙すきを体験して、竹紙を
作ります。
流木を磨いて準備をします。

流木を組み土台に固定します。
電球を入れ、竹紙を貼って
完成です

5 月 29日、6月20日
（２回）

5月29日（土）

6月20日（日）



★今月のぬいとり
『どうぶつ』『チューリップ』『ドラえもん』『あんぱんまん』
★今月のおりがみ
『ちょうちょ』『チューリップ』

★やってみよう「カンつみ」
4月5日（月） 午後2時から 19日（月） 午後4時から

★ドッチボールの日
4月6日（火） 午後2時から

★進級・入学を祝う会
4月7日（水） 午後2時から3時まで
★体育あそび「おにごっこ」
4月13日（火） 午後4時から
★川柳の日
4月15日（木）
★ドッチビーの日 4月20日（火） 午後4時から
★おやつ作り「ホットケーキ」
4月24日（土） 午前10時から正午 定員 20名
費用 50円 申込み 4月12日（月）

★子育て支援
○コアラ広場
毎週月・金曜日 午前10時30分から11時30分
対象 3歳までの親子ならどなたでも参加できます。

○なかよし（北）
第1・3火曜日 午前10時30分から11時30分
対象 平成22年度満3歳になるお子さんとその親

★新入生歓迎会
4月7日（水） 午後2時から3時

★川柳を詠もう
4月13日（火） 午後3時30分から4時30分

★運動あそび「ドッヂボール」
4月15日（木） 午後3時30分から4時30分
★おりがみ教室
4月17日（土） 午後1時30分から4時

★こいのぼり作り
4月20日（火）、21日（水） 午後3時30分から4時30分

★よみきかせ
4月22日（木） 午後3時30分から

★今月のぬいとり
『チューリップ』『いちご』『ふね』『ねこ』

★子育て支援
○ちびっこ広場
毎週月・金曜日 午前10時30分から11時30分
対象 3歳までの親子ならどなたでも参加できます。

○なかよし（西）
第1・3火曜日 午前10時30分から11時30分
対象 平成22年度満3歳になるお子さんとその親

★今月のあそび『ドッヂボール』『けん玉』
★今月のぬいとり
『ひよこ』『ちょうちょ』『プラスル』『マイナン』

★入学・進級を祝う会
4月7日（水） 午後2時から3時

★こいのぼり作り
4月19日（月） 午後3時30分から4時30分

★けん玉検定日
4月20日（火）、22日（木） 午後4時から5時

★チャレンジ「わけリング」
4月30日（金） 午後2時から3時

★川柳の日
毎週火曜日 午後3時30分から

★子育て支援
○めだか広場（4月16日）
毎週月・金曜日 午前10時30分から11時30分
対象 3歳までの親子ならどなたでも参加できます。

○なかよし（南）（4月20日）
第1・3火曜日 午前10時30分から11時30分
対象 平成22年度満3歳になるお子さんとその親

平成22年4月号18

4
の行事

南児童センター 蘂95-3528
北児童センター 蘂95-7141
西児童センター 蘂96-0481

たいいくで いちいになるぞ ぜったいに（南小2年）
2年生 たのしみだなあ うれしいな（南小2年）
パズルはね 頭をつかって おもしろい（南小3年）

月
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※写真と本文は関係ありません。

4

「ねぇねぇ教えて」

ＱＱＱＱ毎朝起きると「ほいくえん、いきたくない」
と言います。どうしたらよいでしょう？

ＡＡＡＡ「行きたくない」という気持ちには、「お母
さんと離れたくない」「友だちとトラブルが

あった」「自分の思いが伝わらず、心が傷ついてし
まった」という場合があります。お母さんから離
れられない子は、園内で心の安定場所を見つけた
り、保育者や友だちと心の結びつきができてくる
と楽しく登園するようになってきます。友だち関
係は、その子の心のひっかかりを取り除いてあげ
ることが大切です。園と保護者が連絡を取り合う
と良いでしょう。

●
申
込
方
法
●

午
前
９
時
３０
分
か
ら
　
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
セ
ン
タ
ー
に
て

詳
し
く
は
Ｈ
Ｐ
（http://w

w
w
14.ocn.ne.jp/̃o-tra-ce/

）
を
ご
覧
い
た
だ
く

か
、
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
セ
ン
タ
ー
フ
ロ
ン
ト
に
お
問
い
合
せ
く
だ
さ
い
。

ほ
ほ
え
み
プ
ラ
ザ
５
階
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
セ
ン
タ
ー
　
蘂
９４
―

０
０
５
７

ウ
エ
ス
ト
サ
イ
ズ
　
ス
ト
ー
リ
ー
（
ダ
イ
エ
ッ
ト
教
室
）

週
１
日
コ
ー
ス
　
　
１
１
０
０
０
円
　
　

週
２
日
コ
ー
ス
　
　
１
２
０
０
０
円

ル
ー
シ
ー
ダ
ッ
ト
ン

週
１
日
　
１
１
０
０
０
円

※
各
教
室
の
料
金
表
示
は
３
か
月
分
と
な
り
ま
す
。

▽
会
員
登
録
に
は
顔
写
真
が
必
要
で
す
。

（
ス
ナ
ッ
プ
写
真
で
も
Ｏ
Ｋ
、
縦
３０
ミ
リ
×
横
２５
ミ
リ
）

ほ
ぐ
し
処

リ
ン
パ
の
流
れ
を
よ
く
し
、
凝
り
を
和
ら
げ
る

「
ほ
ぐ
し
処
」。
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
セ
ン
タ
ー
の
リ
ラ
ッ
ク

ス
ル
ー
ム
に
て
毎
月
３
日
間
営
業
し
て
お
り
ま
す
。

４
月
１
日
貅
か
ら
フ
ロ
ン
ト
に
て
５
月
の
予
約
を
受

付
開
始
し
ま
す
。
※
先
着
順

開
催
日
時
　
５
月
１５
日
貍
、
１８
日
貂
、
１９
日
貉

正
午
か
ら
午
後
３
時

料
　
　
金
　
１
８
０
０
円
（
３０
分
コ
ー
ス
）

※
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
セ
ン
タ
ー
の
会
員
登
録
さ
れ
て
な
い
方

で
も
予
約
で
き
ま
す
。

※園庭開放は5月からです。



平
日
、
仕
事
の
都
合
等
で
税
金
を
納
め

ら
れ
な
い
方
の
た
め
に
、
収
納
窓
口
の
延

長
お
よ
び
開
設
を
お
こ
な
い
ま
す
。

日
時

▽
４
月
２３
日
貊

午
後
７
時
ま
で
延
長

▽
４
月
４
日
豸
、
２５
日
豸

午
前
１０
時
か
ら
午
後
２
時
ま
で
開
設

場
所

役
場

税
務
課

※
正
面
玄
関
か
ら
お
入
り
く
だ
さ
い
。

問
合
せ
先

役
場

税
務
課

蘂
９５
―

１
１
１
１

内
線
１
２
３

平
成
２２
年
度
固
定
資
産
税
（
土
地
、
家

屋
）
の
台
帳
の
縦
覧
を
お
こ
な
い
ま
す
。

日
時

４
月
１
日
貅
か
ら
３０
日
貊

午
前

８
時
３０
分
か
ら
午
後
５
時
１５
分

※
土
・
日
曜
日
、
祝
日
を
除
く

場
所

役
場

税
務
課

そ
の
他

本
人
確
認
の
で
き
る
も
の
（
免

許
証
、
健
康
保
険
証
等
）
を
お
持
ち
く

だ
さ
い
。

問
合
せ
先

役
場

税
務
課

蘂
９５
―

１
１
１
１

内
線
１
２
４

▼
納
付
税
額
を
多
く
申
告
し
て
い
た
場
合

原
則
と
し
て
、
申
告
期
限
か
ら
１
年
以

内
に
「
更
正
の
請
求
」
を
提
出
し
て
く
だ

さ
い
。
税
務
署
で
請
求
内
容
を
検
討
し
、

正
当
と
認
め
ら
れ
れ
ば
、
納
め
過
ぎ
た
税

金
が
還
付
さ
れ
ま
す
。

▼
納
付
税
額
を
少
な
く
申
告
し
て
い
た
場
合

直
ち
に
「
修
正
申
告
書
」
を
提
出
し
、

納
税
し
て
く
だ
さ
い
。
こ
の
場
合
、
不
足

分
の
税
金
の
ほ
か
に
、
過
少
申
告
加
算
税

や
延
滞
税
が
か
か
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

▼
申
告
を
忘
れ
て
い
た
場
合

直
ち
に
確
定
申
告
を
し
て
く
だ
さ
い
。

こ
の
場
合
、
本
来
納
め
る
べ
き
税
金
の
ほ

か
に
、
無
申
告
加
算
税
や
延
滞
税
が
か
か

る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

問
合
せ
先

小
牧
税
務
署

蘂
０
５
６
８
―

７２
―

２
１
１
１

※
自
動
音
声
に
よ
り
ご
案
内
し
ま
す
の
で
、

案
内
に
従
っ
て
操
作
し
て
く
だ
さ
い
。
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収収
納納
窓窓
口口
のの
延延
長長
・・
開開
設設

固固
定定
資資
産産
税税
台台
帳帳
縦縦
覧覧

確確
定定
申申
告告
がが
間間
違違
っっ
てて
いい
たた
とと
きき
はは

平
成
２１
年
１２
月
１５
日
よ
り
納
税
猶
予
制
度

が
変
更
さ
れ
ま
し
た

相
続
税
納
税
猶
予
制
度
の
見
直
し
に
よ

り，

農
地
法
施
行
日
（
平
成
２１
年
１２
月
１５

日
）
以
降
の
相
続
に
つ
い
て
は
表
の
と
お

り
に
な
り
ま
す
。

※
現
在
、
納
税
猶
予
の
適
用
を
受
け
て
い

る
方
で
も
、
要
件
に
よ
り
農
地
の
貸
し

付
け
が
可
能
で
す
。
詳
し
く
は
小
牧
税

務
署
（
蘂
０
５
６
８
―

72
―

２
１
１
１
）

に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

問
合
せ
先

大
口
町
農
業
委
員
会
事
務
局

（
建
設
農
政
課
内
）

蘂
９５
―

１
１
１
１

内
線
１
６
９

農
地
の
相
続
税
納
税
猶
予
制
度
に
つ
い
て

現 行 改正後

継続期間
相続税の申告期限の翌日から20年間 農業相続人の死亡の日まで

（終身）

適用要件

相続人が自ら営農をしなければなら
ない

自ら営農または農業経営基盤強
化促進法による貸し付け（※）
により農地として利用する

身体障がい等
営農が困難と
なった場合

貸し付けや耕作放棄した場合は猶予
打ち切り（身体障がいなどにより営
農できなくなって農地を貸し付けた
場合、猶予税額の全額を納付）

身体障がいなどやむをえない事
情により営農が困難となった場
合は貸し付けても猶予継続
耕作放棄した場合は猶予打ち
切り

譲渡等した
場合

猶予面積の20％を超えて農地を譲渡
(収用交換等を除く)した場合は猶予
打ち切り
猶予税額の全額を納付

農用地区域内の農地を農業経営
基盤強化促進法に基づく事業に
より譲渡した場合は、猶予面積
の20％を超えても猶予は継続
（譲渡部分についての猶予税額
を納付）

利子税
猶予が打ち切られた場合は、猶予税
額＋利子税(4.0％)を納付

猶予税額の納付に伴う利子税
を軽減4.0％⇒2.2％

市街化調整区域の農地

（※）利用権設定等による貸し付けをいいます。
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［書 名］ ［著者名等］
論語ビジネス塾 歴学編集部／編
運の管理学 松永修岳／著
女を磨くココ・シャネルの言葉 野てるみ／著
３つの聞き方だけで仕事は９割うまくいく 久保俊博／著
世界を、こんなふうに見てごらん 日高敏隆／著
秘蔵写真京の御所と離宮 渡辺誠／著
犬と、いのち 渡辺眞子／文
勝利は１０％から積み上げる 張栩／著
Ｗ－二つの夏 永嶋恵美／著
イソップを知っていますか 阿刀田高／著
4月3日（土）に並びます
※新刊図書は、毎週土曜日にも並べます。ホームページをご覧ください。

あ
た
ら
し
い
本
の
コ
ー
ナ
ー

図書館HP http://www.lib.oguchi.aichi.jp/
携帯電話からの資料検索 http://ilis.lib.oguchi.aichi.jp/mobile.html

『
や
さ
し
い
え
い
ご
の
う
た

ベ
ス
ト
50
』

『
シ
ー
ク
レ
ッ
ト

ウ
イ
ン
ド
ウ
』

英
語
が
好
き
に
な
る
楽
し

い
歌
が
集
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

今
月
の
ブ
ッ
ク
ス
タ
ー
ト

４
か
月
児
健
診
の
待
ち
時
間
中

に
、
赤
ち
ゃ
ん
に
す
す
め
る
絵
本
の

紹
介
を
お
こ
な
い
ま
す
。

日
時

２８
日
貉

午
後
１
時
か
ら

場
所

ほ
ほ
え
み
プ
ラ
ザ
２
階

本
・
雑
誌
の
リ
サ
イ
ク
ル

日
時

３
日
貍

午
前
９
時
か
ら

場
所

図
書
館
の
階
段
入
口
付
近

今
月
の
休
館
日

５
日
豺

８
日
貅

１２
日
豺

１９
日
豺

２６
日
豺

※
２９
日
貅
の
祝
日
は
開
館
し
ま
す
。

開
館
時
間

午
前
９
時
か
ら
午
後
５
時

問
合
せ
先

蘂
９５
―

３
９
９
９

◆
◆

新
着
Ｄ
Ｖ
Ｄ
＆
Ｃ
Ｄ
コ
ー
ナ
ー
◆
◆

【
４
月
３
日
貍
に
並
び
ま
す
】

「
読
み
聞
か
せ
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
」

募
集
！

図
書
館
で
は
、「
お
は
な
し
エ
プ
ロ

ン
」
と
い
う
読
み
聞
か
せ
の
ボ
ラ
ン
テ

ィ
ア
を
募
集
し
て
い
ま
す
。
図
書
館
で

小
さ
な
子
ど
も
さ
ん
に
、
絵
本
を
読
み

聞
か
せ
て
想
像
の
世
界
へ
誘
っ
て
み
ま

せ
ん
か
。
個
人
、
団
体
を
問
い
ま
せ
ん
。

あ
な
た
の
読
む
本
の
向
こ
う
に
、
小

さ
な
瞳
が
待
っ

て
い
ま
す
。

明
る
く
、
元

気
な
方
を
歓
迎

し
ま
す
。

主
人
公
の
前
に
謎
の
男
が
現
れ
、
周
り

の
人
が
殺
さ
れ
て
い
く
。
全
編
に
張
り
巡

ら
さ
れ
た
伏
線
が
楽
し
み
で
す
。

こ
ど
も
の
読
書
週
間

第５２回

たんけんしたいな 本の森

から
月 日 月 日

金 水

「こどもの読書週間」は、昭和34（1959）
年にはじまりました。
2000年の「子ども読書年」を機に、現在
の期間になり、2001年12月の「子ども読書
活動推進法」施行により 4月23 日が「子ど
も読書の日」となっています。

よいこのおはなし会

日時 4月29日（木・祝）午後 2時から
場所 児童室



日
時

４
月
２８
日
貉

午
前
１０
時
か
ら

午
後
２
時
１５
分

場
所

ほ
ほ
え
み
プ
ラ
ザ
１
階

相
談
室

相
談
対
象

１８
歳
未
満
の
お
子
さ
ん
を

お
持
ち
の
方

※
事
前
に
予
約
し
て
く
だ
さ
い
。

日
時

４
月
２１
日
貉

午
後
１
時
か
ら

４
時

場
所

役
場
１
階

会
議
室

※
前
日
ま
で
に
窓
口
ま
た
は
、
電
話
で

予
約
さ
れ
た
方
が
優
先
で
す
。

日
時

４
月
６
日
貂

午
前
９
時
か
ら

正
午

場
所

役
場
１
階

相
談
室

相
談
員

消
費
生
活
相
談
員

電
話
相
談

中
央
県
民
生
活
プ
ラ
ザ

蘂
０
５
２
―

９
６
２
―

０
９
９
９

尾
張
県
民
生
活
プ
ラ
ザ

蘂
０
５
８
６
―

７１
―

０
９
９
９

全
国
共
通
ダ
イ
ヤ
ル

消
費
者
ホ
ッ

ト
ラ
イ
ン

蘂
０
５
７
０
―

０
６
４
―

３
７
０

日
時

４
月
２１
日
貉

午
後
１
時
か
ら

３
時

場
所

役
場
１
階

相
談
室

相
談
員

司
法
書
士
、
土
地
家
屋
調
査
士

主
な
相
談
内
容

▼
売
買
、
相
続
、
贈
与
等
に
よ
る
権
利

の
移
転
登
記

▼
抵
当
権
等
担
保
に
関
す
る
登
記

▼
会
社
の
設
立
ま
た
は
変
更
の
登
記

▼
成
年
後
見
に
関
す
る
こ
と

▼
建
物
の
新
増
築
や
取
り
壊
し
、
土
地

の
地
目
変
更
・
分
筆
合
筆
な
ど

日
時

４
月
２２
日
貅

午
後
１
時
３０
分

か
ら
４
時

場
所

▼
人
権
相
談

役
場
３
階

第

２
委
員
会
室
▼
行
政
相
談

役
場
３

階

第
３
委
員
会
室

日
時

４
月
２１
日
貉

午
後
６
時
か
ら

９
時

場
所

ほ
ほ
え
み
プ
ラ
ザ
４
階

相
談
員

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
『
ク
レ
サ
ラ
あ

し
た
の
会
』
の
司
法
書
士
、
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
ス
タ
ッ
フ

主
な
相
談
内
容

▼
ク
レ
ジ
ッ
ト
サ
ラ
金
問
題

▼
借
入
金
法
的
整
理
後
の
生
活
再
建
支
援

▼
ヤ
ミ
金
、
架
空
請
求
、
悪
質
商
法

※
相
談
の
際
に
は
契
約
書
等
借
入
の
分

か
る
書
類
を
お
持
ち
く
だ
さ
い
。

※
予
約
制
で
す
。
相
談
希
望
の
方
は
、

前
日
ま
で
に
町
民
安
全
課
へ
お
申
し

込
み
く
だ
さ
い
。

日
時
お
よ
び
担
当
相
談
員

▽
４
月
７
日
貉
、
２１
日
貉

午
前
１０
時

か
ら
正
午
、
午
後
１
時
か
ら
３
時
３０

分

母
子
自
立
支
援
員
、
母
子
就
業

相
談
員
、
女
性
相
談
員

▽
４
月
１４
日
貉

午
後
１
時
３０
分
か
ら

３
時
３０
分

民
生
児
童
委
員
、
身
体

障
害
者
相
談
員

▽
４
月
２８
日
貉

午
後
１
時
３０
分
か
ら

３
時
３０
分

母
子
会
代
表
、
知
的
障

害
者
相
談
員

場
所

ほ
ほ
え
み
プ
ラ
ザ
２
階

社
会

福
祉
協
議
会

相
談
室

日
時

４
月
２３
日
貊

午
前
の
部

午
前
１０
時
か
ら
正
午

午
後
の
部

午
後
１
時
か
ら
３
時

※
１
人
２０
分
１
日
１２
名
の
予
約
制
と
な

り
ま
す
の
で
、
事
前
に
町
民
安
全
課

ま
で
予
約
し
て
く
だ
さ
い
。（
先
着
順
）

場
所

役
場
１
階

相
談
室

▼
平
成
２２
年
度
開
催
日
（
偶
数
月
の
第

４
水
曜
日
）

６
月
２５
日
貊
、
８
月

２７
日
貊
、
１０
月
２２
日
貊
、
１２
月
２４
日

貊
、
平
成
２３
年
２
月
２５
日
貊

※
一
宮
年
金
事
務
所
で
も
、
厚
生
年
金

相
談
を
受
付
け
て
い
ま
す
。

受
付
時
間

平
日
（
祝
日
除
く
）

午
前
８
時
３０
分
か
ら
午
後
５
時
１５
分

（
月
曜
日
は
午
後
７
時
ま
で
）、
第
２

土
曜
日

午
前
９
時
３０
分
か
ら
午
後

４
時

一
宮
年
金
事
務
所

蘂
（
０
５
８
６
）
４５
―

１
４
１
３

ね
ん
き
ん
ダ
イ
ヤ
ル

蘂
０
５
７
０
―

０５
―

１
１
６
５
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無
料
相
談

無
料
相
談

家
庭
児
童
相
談

ほ
ほ
え
み
プ
ラ
ザ
１
階
／
福
祉
こ
ど
も
課

94
ー
１
２
２
２

蘂

厚
生
年
金
相
談

役
場
／
町
民
安
全
課

95
―
１
１
１
１

内
線
１
１
２

蘂

心
配
ご
と
相
談

ほ
ほ
え
み
プ
ラ
ザ
２
階
／
社
会
福
祉
協
議
会

94
―
０
０
６
０

蘂
多
重
債
務
者
相
談

役
場
／
町
民
安
全
課

95
―
１
１
１
１

内
線
１
１
３

蘂

消
費
生
活
相
談

役
場
／
町
民
安
全
課

95
―
１
１
１
１

内
線
１
１
３

蘂

登
記
相
談

役
場
／
町
民
安
全
課

95
―
１
１
１
１

内
線
１
１
２

蘂

法
律
相
談

役
場
／
町
民
安
全
課

95
―
１
１
１
１

内
線
１
１
２

蘂

人
権
・
行
政
相
談

役
場
／
町
民
安
全
課

95
―
１
１
１
１

内
線
１
１
２

蘂



日
時

４
月
８
日
貅

午
後
１
時
か
ら

４
時

場
所

役
場
１
階

相
談
室

相
談
員

愛
知
県
宅
地
建
物
取
引
協
会

北
尾
張
支
部

相
談
員

学
校
に
登
校
で
き
な
い
児
童
・
生
徒

の
心
の
居
場
所
と
し
て
自
立
を
支
援
す

る
た
め
、
相
談
・
指
導
を
お
こ
な
い
ま

す
。

日
時

月
曜
日
か
ら
金
曜
日

午
前
９

時
か
ら
午
後
３
時
（
祝
祭
日
除
く
）

場
所

ほ
ほ
え
み
プ
ラ
ザ
４
階

ふ
れ

あ
い
４

対
象

小
中
学
生
で
、
学
校
へ
行
き
た

く
て
も
登
校
で
き
な
い
児
童
・
生
徒

を
持
つ
方
等
と
児
童
・
生
徒
本
人

問
合
せ
先

ふ
れ
あ
い
ル
ー
ム
お
お
ぐ

ち蘂
９５
ー

７
７
７
３
（
入
室
希
望
は
、
学

校
教
育
課
へ
ご
連
絡
く
だ
さ
い
）

日
時

４
月
２
日
貊

午
前
１０
時
３０
分

か
ら
１１
時
３０
分

場
所

憩
い
の
四
季

娯
楽
室

※
福
祉
バ
ス
を
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

対
象

お
お
む
ね
６０
歳
以
上
の
方

内
容

「
開
講
式
」

知
多
の
楽
団

川
島
忠
雄
氏
他

ス
プ
リ
ン
グ
カ
ラ
ー
の
ミ
ニ
タ
ペ
ス

ト
リ
ー
を
作
っ
て
み
ま
せ
ん
か
？

日
時

４
月
１０
日
貍

午
後
１
時
３０
分

か
ら
３
時

場
所

中
央
公
民
館
２
階

Ｃ
教
室

対
象

小
学
校
６
年
生
以
上

講
師

大
口
町
文
化
協
会

さ
く
ら
キ

ル
ト
サ
ー
ク
ル
の
皆
さ
ん

費
用

５
０
０
円
（
材
料
費
）

そ
の
他

裁
縫
用
具
を
用
意
で
き
る
方

は
お
持
ち
く
だ
さ
い
。

※
事
前
申
し
込
み
は
不
要
で
す
。
随
時

参
加
で
き
ま
す
。

古
代
ち
り
め
ん
の
コ
サ
ー
ジ
ュ
展
示

古
代
ち
り
め
ん
を
生
か
し
た
コ
サ
ー

ジ
ュ
を
中
央
公
民
館
２
階
の
ロ
ビ
ー
で

展
示
中
で
す
。

憩
い
の
四
季
で
は
、
介
護
予
防
の
た

め
の
体
操
教
室
を
お
こ
な
い
ま
す
。
仲

間
と
一
緒
に
楽
し
く
体
を
動
か
し
、
は

つ
ら
つ
生
活
を
始
め
ま
し
ょ
う
。

日
時

５
月
１２
日
貉
か
ら
７
月
２８
日
貉

ま
で
の
毎
週
水
曜
日
（
全
１２
回
）

場
所

憩
い
の
四
季

娯
楽
室

対
象

６５
歳
以
上
の
方

定
員

２０
名
程
度

内
容

健
康
チ
ェ
ッ
ク
、
ス
ト
レ
ッ
チ

体
操
、
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
な
ど

※
動
き
や
す
い
服
装
で
お
越
し
く
だ
さ

い
講
師

ウ
ィ
ル
大
口
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ

参
加
費

無
料

申
込
み

４
月
９
日
貊

午
前
９
時
か

ら
申
込
み
お
よ
び
問
合
せ
先

憩
い
の
四
季

蘂
９５
―

１
７
３
９

採
用
種
目

一
般
曹
候
補
生

応
募
資
格

平
成
２３
年
４
月
１
日
現
在
、

１８
歳
以
上
２７
歳
未
満
の
方
（
昭
和
５９

年
４
月
２
日
か
ら
平
成
５
年
４
月
１

日
ま
で
の
間
に
生
ま
れ
た
方
）

試
験
日

第
１
回

５
月
２２
日
貍

第
２
回

９
月
１８
日
貍

※
平
成
２３
年
３
月
高
等
学
校
卒
業
予
定

者
ま
た
は
中
等
教
育
学
校
卒
業
予
定

者
の
た
め
の
試
験
は
第
２
回
と
な
り

ま
す
。

受
付
期
間

第
１
回

４
月
１
日
貅
か
ら
５
月
１０
日
豺

第
２
回

８
月
１
日
豸
か
ら
９
月
１０
日
貊

申
込
み
お
よ
び
問
合
せ
先

自
衛
隊
愛

知
地
方
協
力
本
部

小
牧
地
域
事
務

所

蘂
０
５
６
８
―

７３
―

２
１
９
０

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

http://w
w
w
.m
od.go.jp/pco/aichi

講
習
会
・
教
室

講
習
会
・
教
室

募

集

募

集

さ
く
ら
大
学（
高
齢
者
教
室
）

温
水
プ
ー
ル
２
階
／
生
涯
学
習
課

95
ー
３
１
５
５

蘂
春
色
キ
ル
ト
教
室

温
水
プ
ー
ル
２
階
／
生
涯
学
習
課

95
ー
３
１
５
５

蘂

は
つ
ら
つ
健
康
体
操
教
室（
前
期
）

ほ
ほ
え
み
プ
ラ
ザ
１
階
／
健
康
生
き
が
い
課

94
ー
０
０
５
１

蘂

ふ
れ
あ
い
ル
ー
ム
お
お
ぐ
ち

中
央
公
民
館
２
階
／
学
校
教
育
課

95
ー
４
４
４
６

蘂
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課
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―
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１

内
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１
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３
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不
動
産
無
料
相
談

役
場
／
町
民
安
全
課

95
―
１
１
１
１

内
線
１
１
2

蘂



満
開
の
れ
ん
げ
、
菜
の
花
の
中
で
ゆ
る

や
か
な
ひ
と
と
き
を
過
ご
し
て
み
ま
せ
ん

か
？当

日
は
宝
探
し
ゲ
ー
ム
、
ぬ
り
え
、
ら

く
が
き
コ
ー
ナ
ー
、
模
擬
店
な
ど
を
予
定

し
て
い
ま
す
。
ご
家
族
そ
ろ
っ
て
ご
参
加

く
だ
さ
い
。

日
時

４
月
２９
日
（
木
・
祝
）

午
前
９
時
か
ら
正
午

※
雨
天
中
止

場
所

温
水
プ
ー
ル
駐
車
場
周
辺

町
で
は
、
経
済
的
な
理
由
で
小
・
中

学
校
に
通
う
児
童
、
生
徒
の
学
用
品
費

や
給
食
費
な
ど
の
負
担
が
困
難
な
保
護

者
に
、
そ
の
経
費
の
一
部
を
援
助
し
ま

す
。
該
当
す
る
と
思
わ
れ
る
方
は
、

小
・
中
学
校
ま
た
は
学
校
教
育
課
へ
ご

相
談
く
だ
さ
い
。

※
所
得
制
限
が
あ
り
ま
す
。

対
象
者

平
成
２１
年
度
ま
た
は
平
成
２２

年
度
に
次
の
要
件
に
該
当
す
る
方

▽
生
活
保
護
法
に
基
づ
く
保
護
の
停
止

お
よ
び
廃
止

▽
町
民
税
の
非
課
税
ま
た
は
減
免

▽
国
民
年
金
保
険
料
の
減
免

▽
児
童
扶
養
手
当
法
に
基
づ
く
児
童
扶

養
手
当
の
支
給

▽
国
民
健
康
保
険
税
の
減
免
ま
た
は
徴

収
の
猶
予

▽
世
帯
更
生
貸
付
金
に
よ
る
貸
付
け
等

新
し
い
年
度
を
迎
え
、
多
く
の
人
が

新
し
い
生
活
を
ス
タ
ー
ト
さ
せ
る
時
期

で
す
。
特
に
新
入
学
児
童
は
、
身
を
守

る
力
が
弱
い
た
め
、
保
護
者
を
始
め
周

り
の
大
人
た
ち
の
目
で
見
守
る
こ
と
を

心
が
け
ま
し
ょ
う
。

ま
た
、
住
宅
侵
入
犯
罪
を
防
ぐ
た
め

に
、
外
出
す
る
と
き
は
短
時
間
で
も
鍵

を
か
け
、
家
の
周
り
は
門
灯
や
玄
関
灯

で
明
る
く
し
て
お
き
ま
し
ょ
う
。

一
人
ひ
と
り
が
高
い
防
犯
意
識
を
持

ち
、
身
近
な
対
策
を
具
体
的
に
実
践
し

ま
し
ょ
う
。

運
動
期
間

４
月
１
日
貅
か
ら
１０
日
貍

運
動
の
重
点

▽
子
ど
も
が
被
害
者
と
な
る
事
件
・
事

故
の
防
止

▽
自
転
車
盗
お
よ
び
自
動
車
関
連
盗
の

防
止

▽
住
宅
を
対
象
と
し
た
侵
入
盗
の
防
止

▽
振
り
込
め
詐
欺
の
被
害
防
止

小
学
校
入
学
式

▽
南
・
北
・
西
小
学
校

４
月
６
日
貂

午
前
８
時
５０
分
か
ら

９
時
５
分
ま
で
受
付

大
口
中
学
校
入
学
式

４
月
７
日
貉

午
前
８
時
３０
分
か
ら

８
時
４０
分
ま
で
受
付

※
入
学
式
当
日
は
、
郵
送
済
の
「
就
学

通
知
書
」
を
受
付
へ
提
出
し
て
く
だ

さ
い
。
通
知
書
が
届
い
て
い
な
い
方

や
欠
席
を
さ
れ
る
方
は
、
学
校
教
育

課
へ
連
絡
し
て
く
だ
さ
い
。

春
は
、
新
入
学
や
新
生
活
を
ス
タ
ー

ト
さ
せ
て
い
る
人
が
多
く
、
環
境
に
不

慣
れ
な
中
で
の
交
通
事
故
が
心
配
さ
れ

ま
す
。
ま
た
、
こ
の
時
期
は
気
候
も
よ

く
な
り
、
高
齢
者
が
朝
夕
の
散
歩
な
ど

で
外
出
す
る
機
会
が
増
え
る
こ
と
な
ど

か
ら
高
齢
者
や
飲
酒
運
転
に
よ
る
交
通

事
故
の
発
生
が
心
配
さ
れ
ま
す
。

皆
さ
ん
も
今
一
度
、
交
通
社
会
に
生

き
る
一
員
と
し
て
責
任
あ
る
行
動
を
取

り
ま
し
ょ
う
。

運
動
期
間

４
月
６
日
貂
か
ら
１５
日
貅

運
動
の
重
点

▽
子
ど
も
や
高
齢
者
を
交
通
事
故
か
ら

守
ろ
う

▽
す
べ
て
の
座
席
の
シ
ー
ト
ベ
ル
ト
と

チ
ャ
イ
ル
ド
シ
ー
ト
を
正
し
く
着
用

し
よ
う

▽
自
転
車
の
安
全
利
用
を
進
め
よ
う

▽
飲
酒
運
転
を
根
絶
し
よ
う
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れ
ん
げ
ま
つ
り

役
場
／
建
設
農
政
課

95
―
１
１
１
１

内
線
１
６
８

蘂
就
学
援
助

中
央
公
民
館
２
階
／
学
校
教
育
課

95
―
４
４
４
６

蘂

小
中
学
校
入
学
式

中
央
公
民
館
２
階
／
学
校
教
育
課

95
―
４
４
４
６

蘂

そ
の
他

そ
の
他

大
口
町
に
お
住
い
の
方
で
、
農
業

に
興
味
が
あ
り
、
農
業
で
生
計
を
立

て
る
こ
と
を
目
指
す
方
、
定
年
等
を

迎
え
、
所
有
す
る
農
地
で
耕
作
を
始

め
よ
う
と
す
る
方
、
市
民
農
園
を
利

用
し
、
野
菜
作
り
を
始
め
よ
う
と
す

る
方
な
ど
を
対
象
に
塾
生
を
募
集
し

ま
す
。

募
集
人
数

１０
名
程
度
（
先
着
順
）

応
募
締
切

４
月
２３
日
貊

参
加
費

苗
、
肥
料
等
実
費
を
徴
収

※
農
業
塾
で
育
て
た
野
菜
を
差
し
上

げ
ま
す
。

役
場
／
建
設
農
政
課

95
―
１
１
１
１

内
線
１
６
８

蘂



タ
バ
コ
は
歯
槽
膿
漏
の
友

な
ぜ
タ
バ
コ
を
吸
い
過
ぎ
る
と
歯

槽
膿
漏
な
ど
に
な
り
や
す
い
の
で
し

ょ
う
。

タ
バ
コ
の
煙
は
肺
に
入
り
、
ニ
コ

チ
ン
が
血
液
中
に
吸
収
さ
れ
、
抹
消

血
管
を
収
縮
さ
せ
る
作
用
が
あ
り
ま

す
。
こ
の
た
め
歯
ぐ
き
へ
の
酸
素
の

供
給
量
が
少
な
く
な
り
、
歯
ぐ
き
が

低
栄
養
状
態
と
な
る
た
め
歯
槽
膿
漏

に
か
か
り
や
す
く
な
っ
た
り
、
ま
た

悪
化
し
や
す
く
な
り
ま
す
。

同
じ
よ
う
に
肺
か
ら
取
り
込
ま
れ

た
一
酸
化
炭
素
は
体
の
ヘ
モ
グ
ロ
ビ

ン
の
約
５
か
ら
１０
％
と
結
合
し
、
一

酸
化
炭
素
ヘ
モ
グ
ロ
ビ
ン
と
い
う
状

態
と
な
り
、
そ
の
結
果
１
日
の
必
要

量
の
５０
％
近
い
ビ
タ
ミ
ン
Ｃ
２５
褂

（
レ
モ
ン
１
個
分
）
が
消
費
さ
れ
て
し

ま
う
こ
と
と
、
歯
ぐ
き
の
細
菌
を
殺

す
白
血
球
も
タ
バ
コ
に
よ
り
著
し
く

機
能
が
低
下
し
て
し
ま
う
こ
と
が
知

ら
れ
て
い
ま
す
。
こ
れ
ら
も
歯
ぐ
き

の
病
気
を
進
め
る
原
因
と
な
り
ま
す
。

ま
た
、
タ
バ
コ
を
吸
う
人
の
口
が
臭

い
の
は
、
歯
槽
膿
漏
が
悪
化
し
て
い

る
か
ら
だ
と
も
言
わ
れ
て
い
ま
す
。

町
内
の
子
育
て
団
体
に
よ
る
手
遊
び

や
絵
本
の
読
み
聞
か
せ
な
ど
を
お
こ
な

い
ま
す
。
親
子
で
一
緒
に
遊
ん
だ
り
、

情
報
交
換
の
場
と
し
て
ご
利
用
く
だ
さ

い
。
事
前
申
込
み
は
必
要
あ
り
ま
せ
ん
。

日
時

４
月
１
日
貅
、
１５
日
貅

午
前
１０
時
３０
分
か
ら
１１
時
３０
分

場
所

ほ
ほ
え
み
プ
ラ
ザ
２
階

プ
レ
イ
ル
ー
ム

日
時

４
月
１０
日
貍

午
後
７
時
か
ら

８
時
４５
分

場
所

ほ
ほ
え
み
プ
ラ
ザ
５
階

フ
ィ

ッ
ト
ネ
ス
ル
ー
ム

参
加
費

１
人
５
０
０
円

講
師

小
栗
久
実
子
先
生
（
日
本
ヨ
ガ

普
及
協
会
・
松
下
ヨ
ガ
学
院
指
導
員
）

定
員

１５
組
３０
名

申
込
み
先

お
お
ぐ
ち
男
女
共
同
参
画

懇
話
会
（
宮
崎
）

蘂
０
９
０
―

９
９
０
０
―

９
２
５
０

企
画
・
運
営

お
お
ぐ
ち
男
女
共
同
参
画
懇
話
会

３
月
３１
日
貉
か
ら
、
平
成
２２
年
度
外

出
支
援
サ
ー
ビ
ス
助
成
券
（
タ
ク
シ
ー

券
）
を
交
付
し
ま
す
。
助
成
券
の
交
付

を
希
望
さ
れ
る
方
は
、
印
か
ん
を
お
持

ち
の
上
、
そ
れ
ぞ
れ
の
窓
口
へ
申
請
し

て
く
だ
さ
い
。

対
象
者
お
よ
び
申
請
窓
口

平
成
２１
年
度
の
町
県
民
税
に
か
か

る
合
計
所
得
金
額
が
２
０
０
万
円
未

満
で
次
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
方

▽
健
康
生
き
が
い
課

窓
口

①
満
８０
歳
以
上
の
方

②
満
７５
歳
以
上
で
介
護
保
険
の
要
支

援
・
要
介
護
認
定
を
受
け
ら
れ
て
い

る
方

③
満
７５
歳
以
上
の
者
の
み
で
構
成
さ
れ

る
高
齢
者
世
帯
に
あ
る
方

▽
福
祉
こ
ど
も
課

窓
口

④
身
体
障
害
者
手
帳
１
・
２
級
の
交
付

を
受
け
、
視
覚
・
聴
覚
・
下
肢
・
体

幹
・
腎
臓
・
呼
吸
器
・
肝
臓
に
障
が

い
を
有
す
る
方

⑤
療
育
手
帳
の
交
付
を
受
け
て
い
る
Ａ

判
定
の
方

⑥
特
定
疾
患
医
療
費
給
付
事
業
受
給
者

票
保
持
者
の
方

※
平
成
２２
年
度
か
ら
身
体
障
害
者
手
帳

の
対
象
部
位
を
変
更
い
た
し
ま
し
た
。

助
成
額

タ
ク
シ
ー
等
の
基
本
料
金
相

当
額

助
成
券
の
交
付
枚
数

年
間
２４
枚

※
必
要
に
応
じ
て
、
さ
ら
に
２４
枚
追
加

交
付
し
ま
す
。

助
成
券
の
使
用
に
つ
い
て

助
成
券
は
乗
車
１
回
に
つ
き
１
枚
使

用
で
き
ま
す
。

有
効
期
間

４
月
１
日
貅
か
ら
平
成
２３

年
３
月
３１
日
貅

平
成
１８
年
か
ら
高
齢
者
や
障
が
い
者

の
総
合
相
談
窓
口
と
し
て
、
開
所
さ
れ

た
「
大
口
町
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
」

が
、
４
月
１
日
貅
よ
り
社
会
福
祉
法
人

お
お
ぐ
ち
福
祉
会
に
運
営
が
委
託
さ
れ

ま
す
。

利
用
時
間

午
前
８
時
３０
分
か
ら
午
後
５
時
１５
分

※
土
・
日
・
祝
日
、
１２
月
２８
日
か
ら
１

月
３
日
は
休
み
で
す
。
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外
出
支
援
サ
ー
ビ
ス
助
成
券
交
付

ほ
ほ
え
み
プ
ラ
ザ
１
階
／
健
康
生
き
が
い
課

94
ー
０
０
５
１

蘂

大
口
町
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー

ほ
ほ
え
み
プ
ラ
ザ
2
階
／
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー

94
ー
２
２
２
７

蘂



県
内
57
市
町
村
ご
と
に
気
象
警
報
・
注
意
報
を
発
表
し
ま
す

家
庭
か
ら
排
出
さ
れ
る
剪
定
枝
、
草
、

竹
を
収
集
し
て
い
ま
す
有
機
資
源
保
管

場
所
の
収
集
日
を
４
月
１
日
貅
か
ら
次

の
と
お
り
変
更
し
ま
す
。

▼
変
更
前

平
日

前
日
ま
で
に
環
境

課
で
予
約

日
曜
日

予
約
な
し

▽
変
更
後

平
日

火
、
金
曜
日
に
収

集
（
予
約
な
し
）

日
曜
日

予
約
な
し

※
火
・
金
曜
日
が
祝
日
と
な
る
場
合
も

利
用
可

※
午
前
９
時
か
ら
午
後
４
時
ま
で
（
正
午

か
ら
午
後
１
時
は
除
く
）

日
時

４
月
１５
日
貅

午
後
７
時
か
ら

８
時
４０
分

場
所

ほ
ほ
え
み
プ
ラ
ザ
４
階

参
加
希
望
の
方
は
丹
羽
青
年
会
議
所

事
務
局
に
電
話
か
Ｆ
Ａ
Ｘ
で
お
申
し
込

み
く
だ
さ
い
。（
先
着
順
）

問
合
せ
お
よ
び
申
込
み

丹
羽
青
年
会
議
所
事
務
局

蘂
９６
ー

１
１
４
４

蕭
９６
ー

１
２
４
６

日
時

４
月
２９
日（
木
・祝
）
正
午
か
ら

場
所

犬
山
市
民
文
化
会
館

入
場
料

無
料

内
容
及
び
講
師

▽
一
部
「
長
寿
の
た
め
の
生
き
方
上
手
」

日
野
原
重
明
先
生

▽
２
部
「
癒
し
の
音
楽
療
法
」
近
藤
清

彦

公
立
八
鹿
病
院
神
経
内
科
部
長

申
込
み

往
復
は
が
き
に
「
日
野
原
先

生
後
援
会
参
加
申
込
」
と
明
記
の
上
、

住
所
・
氏
名
・
連
絡
先
を
記
載
し
、

左
記
ま
で
応
募
し
て
く
だ
さ
い
。

〒
４
８
４
ー

０
０
７
３

犬
山
市
天
神

町
３
ー

６８

星
野

政
明
宛

問
合
せ
先

星
野

蘂
０
５
６
８
ー

６２
ー

０
９
９
３

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す

初
老
の
皆
さ
ん
か
ら
寄
贈

町
内
の
初
老
（
満
４２
歳
）
を
迎
え
た

有
志
の
皆
さ
ん
が
、町
内
各
小
中
学
校
へ

備
品
を
寄
贈
さ
れ
ま
し
た
。学
校
教
育
の

中
で
幅
広
く
有
効
に
活
用
さ
せ
て
い
た

だ
き
ま
す
。あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
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丹
羽
青
年
会
議
所
公
開
例
会

役
場
／
地
域
振
興
課

95
―
１
１
１
１

内
線
１
１
６

蘂

日
本
医
療
福
祉
情
報
行
動
科
学
会

役
場
／
地
域
振
興
課

95
―
１
１
１
１

内
線
１
１
５

蘂

有
機
資
源
保
管
場
所
収
集
日
変
更

役
場
／
環
境
課

95
―
１
１
１
１

内
線
１
６
２

蘂

善

意

善

意

新入学児の
安全を願って

3月10日貉、商工会女性部が
役場を訪れ、交通安全のお守り
250体と交通安全啓発用として
タオル300枚を寄贈されました。
お守りは、今春町内の小学校に

進学する児童が安全に登下校で
きるようにと、女性部員が手作り
したもの。「今年で20年目になり
ますが、今後も続けていきたい」
と話され、お守りは各小学校を通
じ新入学児童に配られます。

名
古
屋
地
方
気
象
台
は
、
本
年
５
月

２７
日
貅
（
予
定
）
か
ら
愛
知
県
内
の
大

雨
な
ど
の
警
報
・
注
意
報
を
、
現
在
の

８
地
域
か
ら
、
県
内
５７
市
町
村
ご
と
に

発
表
し
ま
す
。

こ
れ
ま
で
は
、
地
域
の
名
称
で
発
表

し
て
い
た
た
め
、
例
え
ば
局
地
的
大
雨

で
は
警
戒
を
必
要
と
す
る
市
町
村
以
外

も
大
雨
警
報
の
対
象
域
と
な
っ
て
い
ま

し
た
が
、
今
後
は
警
戒
の
必
要
な
市
町

村
だ
け
に
発
表
し
ま
す
。
ま
た
、
そ
の

他
の
警
報
（
例
え
ば
暴
風
警
報
）
・
注

意
報
も
市
町
村
名
で
発
表
し
ま
す
。

市
町
村
の
数
が
多
い
の
で
、
一
部
の

報
道
や
１
７
７
天
気
予
報
電
話
サ
ー
ビ

ス
な
ど
で
は
、
市
町
村
を
ま
と
め
て
伝

え
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
警
報
・
注
意

報
を
発
表
中
の
市
町
村
名
は
、
気
象
台

の
Ｈ
Ｐ
、
国
土
交
通
省
防
災
情
報
提
供

セ
ン
タ
ー
の
携
帯
サ
イ
ト
、
地
デ
ジ
デ

ー
タ
放
送
等
で
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

詳
し
く
は
左
記
へ
お
問
い
合
わ
せ
く

だ
さ
い
。

問
合
せ
先

名
古
屋
地
方
気
象
台
防
災
業
務
課

蘂
０
５
２
ー

７
５
１
ー

５
１
２
４

蕭
０
５
２
ー

７
５
３
ー

３
３
５
７

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

http://www.jma-net.go.jp/nagoya/

国
土
交
通
省
防
災
情
報
提
供
セ
ン
タ
ー

携
帯
サ
イ
ト

http://www.mlit.go.jp/saigai/bosai
joho/i-index.html
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ホームヘルパー養成講座

研修期間
6月23日貉から10月20日貉

※講義・演習・オリエンテーショ
ンを毎週月曜日と木曜日の週2
回（合計20回）
現場実習を4日間実施

場所 大口町ほほえみプラザ４階
ほほえみホール

※実習は近隣施設
受講資格 犬山市、江南市、岩倉市、
大口町、扶桑町にお住まいの方、
または、この地域の医療機関、社
会福祉施設で勤務されており、研
修全課程に出席できる方

募集期間 5月1日貍から31日豺
受講申込 健康生きがい課窓口ま
たは尾北医師会地域ケア協力セ
ンターに置かれている研修会パ
ンフレットをご確認の上、申請
用紙に必要事項を記入し、郵送
またはＦＡＸでお申し込みくだ
さい。定員を超えた場合は、受
講希望の理由等を参考に決定さ
せていただきます。受講の可否
は6月12日貍までに郵送します。

定員 40名
受講料 5万9300円
（消費税、テキスト代、傷害保
険代、実習費・演習費を含む）

申込みおよび問合せ先
〒480―0144
大口町下小口六丁目122－2
尾北医師会
地域ケア協力センター
蘂95―7027 蕭95―7028

●無料説明会のお知らせ
ホームヘルパーの仕事に関する

ことから研修会の内容まで、事務
局スタッフが説明します。予約不
要ですので、お気軽にご相談くだ
さい。
日時 4月19日豺、5月13日貅
午前10時から
午後1時から
午後2時30分から

場所 尾北医師会
地域ケア協力センター

海外派遣事業参加者募集海外派遣事業参加者募集海外派遣事業参加者募集海外派遣事業参加者募集海外派遣事業参加者募集
国際理解の推進および多文化共生のまちづくりに寄与する人材を育成するた
め、海外派遣事業を実施します。海外未体験の方もこの機会に異文化を体験し、
様々な国籍や文化、習慣をもつ人々が互いの違いや価値観を認め尊重しあう「多
文化共生」のまちづくりに参加してみませんか。

派 遣 日 平成 22年 8月下旬（予定）
派 遣 先 シンガポール・マレーシア（予定）
派遣人数 中学3年生・高校生・大学生 合計12名（予定）
応募資格
◎ 大口町内にお住まいの中学3年生・高校生・大学生
◎ 高校生は中学生の時に派遣事業に参加していない方
◎ 大学生は日常英会話が話せる方
◎ 今後も本経験を活かし海外派遣事業等、町の国際交流に協力していただける方
申し込み方法 以下の3点を役場地域振興課まで提出（メール可）
① 申請書 ② 保護者承諾書（未成年者は提出）
③ 作文（自由様式） 題目「海外派遣に応募した理由」800字以内
※ ①・②・③は地域振興課にて配布しています。または、
町のＨＰからダウンロードすることもできます。

申込み期限 4月30日（金）
選考方法及び日時
作文および面接の結果で選考します。応募者には
詳細を案内します。
参加費用負担割合
中学生・高校生…参加費用の 4分の 1以内（H21年度は 7万円）
大学生……………参加費用の 3分の 1以内（H21年度は 9万円）

問合せおよび申込み先
地域振興課 95-1111 内線115 Ｅメールchiiki@town.oguchi.lg.jp

▼
▼

大口町では海外派遣事業の他にも国際交流事業を実施しています大口町では海外派遣事業の他にも国際交流事業を実施しています大口町では海外派遣事業の他にも国際交流事業を実施しています

大口町ＮＰＯ登録団体との協働で多文化共生事業を実施しています

ホームステイ活動補助金

サラダボールＣｏ．が様々な事業を展開しています。
詳細は今月号折り込みチラシ「多文化共生」って何だろう？をご覧ください！

河北エコ・リサイクルの会は愛知万博を機に「東海ナイジェリア人会」の方たち
とともに「石上げ祭り」に参加したり、「田植え」「稲刈り」を通して交流を深め
ています。

国際化に対する意識の高揚や人材を育成するとともに、草の根レベルの国際交流活
動の推進を図ることを目的として、ホームステイ活動に対して補助金制度を設けて
います。
対 象 自主的に外国人を自宅等に招き実施する滞在期間が5日以上のホームステイ

（他の機関等のあっ旋により来町した外国人を除く。）
町又は町の機関の要請により外国人を自宅等に招き実施するホームステイ

補助額 外国人一人１日当たり2,000円（3万円を限度）
※詳細は地域振興課へお問い合わせください。 95-1111 内線115

蘂

蘂



憩
い
の
四
季
ま
つ
り
６
周
年『
新
（
あ
ら
た
）』

憩
い
の
四
季

県
営
大
口
住
宅
自
治
会
が
、
多
年
に
わ

た
り
集
会
所
の
管
理
運
営
や
、
防
犯
パ
ト

ロ
ー
ル
、
地
域
内
の
清
掃
な
ど
の
環
境
美

化
活
動
等
、
住
み
よ
い
地
域
づ
く
り
に
努

め
て
き
た
実
績
が
評
価
さ
れ
、
愛
知
県
知

事
よ
り
表
彰
さ
れ
ま
し
た
。

自
治
会
長
の
武
田
静
雄
さ
ん
が
「
こ
の

大
口
住
宅
地
区
に
は
全
国
各
地
か
ら
来
た

方
、
外
国
の
方
が
住
ん
で
い
ま
す
。
生
活

の
違
い
が
あ
る
中
、
み
ん
な
で
協
力
を
し

な
が
ら
よ
い
地
域
づ
く
り
を
し
て
い
き
ま

す
」
と
、
お
礼
の
言
葉
を
述
べ
ま
し
た
。

3
2

2
28
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あなたの身のまわりの「まちの話題」をお寄せください。
問合せ先 役場 地域振興課 蘂95-1111 内線117
※「まちの話題」は「大口町NPO団体登録ZOOM」が取材・編集をおこなっています。

県
営
大
口
住
宅
自
治
会
が

愛
知
県
知
事
よ
り
表
彰
さ
れ
ま
し
た

火

3
13
土

大
口
中
学
校
で
、
窓
ふ
き
掃
除
が
お
こ

な
わ
れ
ま
し
た
。

『
お
お
ぐ
ち
お
や
じ
の
会
』
の
「
一
緒

に
校
舎
の
窓
ふ
き
を
し
よ
う
！
」
と
い
う

呼
び
掛
け
に
、
生
徒
や
保
護
者
、
先
生
が

集
ま
り
、
小
雨
が
降
る
中
、
玄
関
と
３
階

南
側
の
窓
ふ
き
を
し
ま
し
た
。

脚
立
に
乗
り
、
み
ん
な
で
声
を
掛
け
合

い
な
が
ら
、
普
段
あ
ま
り
掃
除
が
で
き
な

い
高
い
窓
を
掃
除
。
ど
の
生
徒
も
感
謝
の

気
持
ち
を
込
め
て
、
一
生
懸
命
窓
ふ
き
を

し
ま
し
た
。

「
進
路
も
決
ま
り
、
３
年
間
お
世
話
に

な
っ
た
の
で
参
加
し
ま
し
た
。
感
謝
の
気

持
ち
が
行
動
に
移
せ
て
良
か
っ
た
で
す
」

と
、
親
子
で
参
加
し
た
３
年
生
。

大
口
中
学
校
で
窓
ふ
き

大
口
中
学
校

日

２
月
１３
日
貍
と
１４
日
豸
の
両
日
、
大
口

町
老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー
で
『
憩
い
の
四
季

ま
つ
り
』
が
催
さ
れ
ま
し
た
。

初
日
の
ダ
ッ
シ
ュ
マ
ン
シ
ョ
ー
に
は
、

多
く
の
フ
ァ
ン
が
集
ま
り
、
写
真
撮
影
や

握
手
会
が
お
こ
な
わ
れ
ま
し
た
。
写
真
を

撮
り
、
そ
の
場
で
プ
リ
ン
ト
し
て
ス
ト
ラ

ッ
プ
に
す
る
コ
ー
ナ
ー
は
、
行
列
が
で
き

る
ほ
ど
の
人
気
！

他
に
も
エ
コ
ブ
ロ
ー

チ
作
り
、
演
芸
会
な
ど
楽
し
い
催
し
物
が

あ
り
、
訪
れ
た
人
を
楽
し
ま
せ
て
く
れ
ま

し
た
。

▲ストラップ作り
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2
21

子
育
て
に
脳
科
学
の
成
果
を
利
用
し
よ
う

大
口
町
民
会
館

日

2
27

土

2
10

水

３０
周
年
記
念
式
典

大
口
町
心
身
障
害
児(

者)

親
の
会

昭
和
５４
年
に
「
知
的
・
身
体
に
障
が
い
」

を
も
つ
わ
が
子
の
幸
せ
を
願
い
発
足
さ
れ

た
『
親
の
会
』
の
３０
周
年
を
祝
し
、
記
念

式
典
が
ほ
ほ
え
み
ホ
ー
ル
で
開
か
れ
ま
し

た
。会

長
の
安
藤
文
子
さ
ん
は
「
障
が
い
の

あ
る
子
ど
も
た
ち
が
今
後
更
に
地
域
の
中

で
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
社
会
に
な
る
よ
う

に
、『
親
の
会
』
が
心
の
拠
り
所
に
な
る

温
か
い
会
と
し
て
永
遠
に
存
続
さ
れ
る
こ

と
を
願
っ
て
い
ま
す
」
と
語
ら
れ
ま
し
た
。

子
育
て
ネ
ッ
ト
ワ
ー
カ
ー
活
用
モ
デ
ル

事
業
の
一
環
と
し
て
、
脳
研
究
の
第
一
人

者
と
し
て
知
ら
れ
る
久
保
田
競
先
生(

京

都
大
学
名
誉
教
授)

を
お
迎
え
し
、『
子
育

て
に
脳
科
学
の
成
果
を
利
用
し
よ
う
』
の

講
演
会
が
開
か
れ
ま
し
た
。

久
保
田
先
生
の
奥
様
カ
ヨ
子
さ
ん
は

「
１
日
５
回
以
上
は
、
い
な
い
い
な
い
ば

あ
を
し
な
さ
い
」
と
い
う
ア
ド
バ
イ
ス
で

も
有
名
な
脳
科
学
お
ば
あ
ち
ゃ
ん
。
話
題

の
方
と
あ
っ
て
、
赤
ち
ゃ
ん
連
れ
の
若
い

夫
婦
の
姿
も
多
く
見
ら
れ
ま
し
た
。

講
演
で
は
、「
生
ま
れ
た
ば
か
り
の
脳

は
未
熟
な
状
態
だ
が
、
０
か
ら
３
歳
の
間

に
さ
ま
ざ
ま
な
刺
激
を
与
え
、
運
動
さ
せ

る
こ
と
に
よ
っ
て
、
前
頭
前
野
を
鍛
え
る

こ
と
に
つ
な
が
る
」
と
、
研
究
デ
ー
タ
に

基
づ
い
て
説
明
。

運
動
の
方
法
と
し
て
は
、
赤
ち
ゃ
ん
の

手
の
ひ
ら
に
触
れ
る
と
握
り
か
え
そ
う
と

す
る
『
反
射
』
を
利
用
し
た
り
、
大
人
の

し
ぐ
さ
の
マ
ネ
を
さ
せ
る
こ
と
な
ど
。

ま
た
幼
児
期
か
ら
は
、
集
団
で
の
遊
び

や
ス
ポ
ー
ツ
で
競
争
を
覚
え
る
事
や
、
運

動
す
る
事
が
重
要
と
話
さ
れ
ま
し
た
。

皆
さ
ん
熱
心
に
メ
モ
を
と
り
な
が
ら
、

聴
講
し
て
い
ま
し
た
。

野
菜
の
お
じ
さ
ん
、
一
年
間
あ
り
が
と
う
！西

保
育
園

今
年
度
か
ら
は
じ
ま
っ
た
『
食
育
サ
ポ

ー
ト
』
指
導
の
も
と
の
野
菜
作
り
。
最
初

は
ぎ
こ
ち
な
か
っ
た
園
児
た
ち
も
、
今
で

は
『
野
菜
の
お
じ
さ
ん
！
』
と
気
軽
に
声

を
掛
け
、
一
緒
に
畑
作
業
を
楽
し
ん
で
い

ま
す
。

年
長
児
か
ら
、
１
年
間
の
お
礼
に
と
、

感
謝
状
と
写
真
、
折
り
紙
で
作
っ
た
メ
ダ

ル
が
贈
ら
れ
ま
し
た
。「
あ
り
が
と
う
！

宝
物
に
し
ま
す
」
と
野
菜
の
お
じ
さ
ん
。

ま
た
、
父
母
の
会
主
催
『
た
ま
・
ぷ
っ

ち
ょ
』
の
ジ
ャ
ズ
演
奏
も
楽
し
み
ま
し
た
。

▲畑の野菜を使った給食も一緒にいただきました



Vol.13

問合せ先
ほほえみプラザ2階
町民活動まかせてネ
ット蘂22-6642
月から金
午前10から午後4時

多
く
の
町
民
の
つ
な
が
り
・
か
か
わ
り

多
く
の
活
動
の
連
携
・
協
力

そ
れ
が
「
み
ん
な
で
進
め
る
ま
ち
づ
く
り
」
に
！

そ
ん
な
お
役
に
立
ち
そ
う
な
情
報
を
、
ま
か
せ
て
広
場

か
ら
ご
紹
介
し
ま
す
！
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広報担当
渡辺さん

大口町まちづくり基本条例の理解大口町まちづくり基本条例の理解大口町まちづくり基本条例の理解
このほど施行されたまちづくり基本条例の理解の参考になればと広場の解釈を示していこうと思いま
す。ご意見いただければ幸いです。

「地方自治」は地方運営を地方の意志に基づきおこなうことですが、住民の意志に基づく「住民
自治」が基本となります。この条例は、住民自治での自治体運営の基本原則を定めていて、「自治
体の憲法」ともいえるものです。広場からの説明の試みは、今回の「実際的関わり」をもって、
おしまいとさせていただきます。「実際的関わり」について個人でも団体でも「参加」や「協働」
をすることが実際的関わり、現実的行為となります。
「参加」とは政策などに「意見・提案」を表明することです。意見公募手続きに応募・地区懇談
会に出席してみてはいかがでしょうか。「協働」とは協働委託事業などの実施に関わることです。
地区に「公民館活動促進事業」という身近な協働があるはずです。 体験・参加してみてはいかが
でしょう。
だれもが「居場所と出番」を持ち、みんなが「まちづくりの担い手」になり「元気な自治のまち」
にしていきたいと願います。

http://home.owari.ne.jp/̃makasetenet/

見
て
ね
！

町民活動 まかせてネットHP

市民活動交流フォーラム
1月30日（土）国際観光センター

in
犬山市

市民グループアピール合戦 午前10時から午後1時

犬山＆近郊市民団体のパネル展示＆アピール発表に来場者が投票す
るという催し。参加した 19 団体中、大口町の『まみーぽけっと』が、
何と3位に！！分かりやすい活動アピールと展示パネル、さらには大口
町から大勢の参加があり、ポイントアップにつながったようです。

シンポジウム「地域自治組織とNPOの協働」 午後1時30分から4時

コーディネーターに江南短期大学中田学長さん、パネラーに名張・豊田・恵
那各市の関係者と名古屋市の NPO 団体とで、地域内分権・地域自治活動の事例
を中心にシンポジウムがおこなわれました。

名張市
単位 14地域（小学校区）
構成 市内居住者・事業者・通学者・
通勤者・活動団体
財源 地域交付金＋公民館管理料
実例 元気づくり・健康福祉・防
災防犯・子育て等の各分野で実
施・6 地区でコミュニティバス
実施

豊田市
単位 26地域（中学校区）
構成 20人以内／団体推薦・有識
者・公募者
財源 わくわく事業＋地域予算提
案事業
実例 朝日丘区は歴史散策コース
の整備・関連事業を実施

恵那市
単位 合併前の市の 8と 5の
町村13地域
構成 30人以内／団体代表
者・識見者
財源 地域づくり補助金
実例 山岡区では「NPOまち
づくり山岡」を設立、指定
管理

地域づくり組織 地域会議 地域協議会

先進地の実施現場からのお話に、詳しい資料も添えられ、大変参考になりました。大口町からは「まち
づくりを考える会」の皆さん他、行政の方々も参加され「地域内分権」への真剣な取り組みの様子に、益々
期待が募ります。
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大口町NPO登録団体の『おおぐ
ち男女共同参画懇話会』の企画
・制作で、男女共同参画に関する
話題を毎月掲載します。みなさん
から寄せられたご意見・ご要望を
基に話題を取り上げますので、み
なさんの声をお待ちしております。

念
願
か
な
っ
て
美
容
師
に
！

木
下

龍
さ
ん
（
余
野
）

Ｓ
６３
・
６
・
２９
生

仕
事
が
楽
し
い
！

昨
年
４
月
か
ら
、
町
内
の
美
容

院
で
働
い
て
い
ま
す
。
高
校
生
の

時
か
ら
美
容
学
校
卒
業
ま
で
、
こ

の
お
店
で
ア
ル
バ
イ
ト
を
さ
せ
て

も
ら
っ
て
い
ま
し
た
。

店
長
は
、
僕
の
い
い
と
こ
ろ
を

見
つ
け
て
褒
め
て
伸
ば
し
て
く
れ

る
優
し
い
人
。
ア
ッ
ト
ホ
ー
ム
な

雰
囲
気
の
中
で
、
楽
し
み
な
が
ら
、

技
術
向
上
に
努
め
て
い
ま
す
。

美
容
師
に
な
り
た
い
と
思
っ
た

の
は
、
高
校
時
代
。
遊
び
半
分
で

友
達
の
髪
を
切
っ
て
あ
げ
た
時
、

自
分
の
イ
メ
ー
ジ
に
髪
形
を
仕
上

げ
て
い
く
工
程
を
面
白
く
感
じ
た

の
が
き
っ
か
け
で
す
。

お
客
様
の
「
シ
ャ
ン
プ
ー
気
持

ち
よ
か
っ
た
よ
」
の
一
言
に
励
ま

さ
れ
、
自
分
が
カ
ッ
ト
を
担
当
し

た
新
規
の
方
が
、
再
来
店
し
て
く

れ
た
時
に
は
、
こ
の
上
な
い
喜
び

を
感
じ
ま
す
。

様
々
な
年
代
の
方
が
み
え
ま
す

が
、
ど
の
方
と
も
心
か
ら
会
話
を

楽
し
み
た
い
と
思
い
、
い
ろ
ん
な

事
に
も
興
味
を
持
つ
よ
う
に
な
り

ま
し
た
。

家
族
の
専
属
美
容
師

頑
固
で
し
っ
か
り
者
の
父
と
、

ち
ょ
っ
と
天
然
な
や
さ
し
い
母
。

そ
れ
に
兄
と
妹
の
５
人
家
族
。
妹

に
は
よ
く
買
い
物
に
付
き
合
わ
さ

れ
た
り
し
て
、
仲
が
い
い
で
す
。

家
族
の
髪
は
、
も
ち
ろ
ん
僕
が
切

っ
て
あ
げ
て
い
ま
す
。

取
材
に
て

内
面
磨
き
も
忘
れ
て
い
な
い
礼

儀
正
し
い
方
。
い
つ
か
自
分
の
お

店
を
持
ち
た
い
と
い
う
夢
に
向
け

が
ん
ば
っ
て
く
だ
さ
い
♪

▲成人式にて

春
ま
だ
浅
く
花
冷
え
の
す
る
朝
、
お
年

寄
り
の
集
ま
る
サ
ロ
ン
で
の
お
話
。

敏
子
（
７６
）
さ
ん
が
富
美
恵(

７２)

さ
ん

に
嫁
の
愚
痴
を
こ
ぼ
し
て
い
た
。

「
う
ち
の
嫁
さ
ん
、
息
子
が
仕
事
で
疲

れ
て
帰
っ
て
く
る
の
に
風
呂
の
掃
除
を
さ

せ
る
ん
だ
わ
。
今
朝
な
ん
か
ゴ
ミ
出
し
ま

で
や
っ
と
っ
た
で
ね
ぇ
。」「
そ
り
ゃ
あ
、

あ
ん
た
ん
と
こ
の
嫁
さ
ん
だ
っ
て
外
で
仕

事
し
と
る
ん
だ
で
、
仕
方
が
な
い
で
し
ょ

う
。」「で

も
、
私
に
ま
で
『
お
母
さ
ん
、
サ

ロ
ン
に
行
く
前
に
お
洗
濯
お
願
い
ね
。』

な
ん
て
言
う
で
ね
。」「
ほ
う
か
ほ
う
か
、

ま
ぁ
ボ
ケ
防
止
だ
わ
。
で
も
お
み
ゃ
あ
さ

ん
、
こ
の
前
娘
の
婿
さ
ん
が
家
事
や
子
育

て
を
よ
う
手
伝
っ
と
る
っ
て
喜
ん
ど
っ
た

が
ね
。
息
子
と
婿
さ
ん
で
は
何
が
そ
う
違

う
ん
だ
ね
。」「
そ
れ
は
分
か
っ
と
る
け
ど
、

な
ん
か
腹
が
立
つ
で
い
か
ん
わ
。」

そ
れ
か
ら
３
か
月
…

７
月
２８
日
晴
れ

子
ど
も
達
の
自
立
を
機
に
仕
事
を
辞
め
、

お
母
さ
ん
に
も
楽
を
し
て
も
ら
お
う
と
思

っ
て
い
た
の
に
最
近
様
子
が
お
か
し
い
。

部
屋
に
こ
も
り
っ
き
り
で
、
あ
ん
な
に
楽

し
み
だ
っ
た
サ
ロ
ン
に
も
出
か
け
な
い
。

以
前
の
よ
う
に
洗
濯
頼
ん
だ
ほ
う
が
い

い
の
か
し
ら
。

〜
い
く
つ
に
な
っ
て
も
男
と
女
〜

き
ら
め
き
の
風
景

〜
い
く
つ
に
な
っ
て
も
男
と
女
〜

第
９
話

鬼
嫁
日
記

生涯にわたって健康で安定した
生活を送ることは、色々な視点か
ら検討される課題であり、簡単そ
うで実はとても難しいことなんじ
ゃよ。高齢者も“できることは自
分でやる”という心構えが、ハリ
のある生活を送る基本じゃ。そう
すると「鬼嫁のいる家庭はジジ・
ババが元気」というの
も納得できる話じゃな。

△T imeからひとつまみ

町内にお住まいの
20代の皆さんがリレーで登場！vol.189



〇
月
×
日

普
段
仕
事
で
忙
し
い
パ

パ
と
ゆ
っ
く
り
で
き
る
の
は
、
週
に

一
度
の
日
曜
日
。
こ
の
日
は
、
優
貴

と
マ
マ
で
、
パ
パ
の
と
り
あ
い(

笑)

車
で
出
か
け
る
時
は
、
パ
パ
の
横

の
助
手
席
に
ち
ゃ
っ
か
り
座
り
、
マ

マ
が
パ
パ
と
お
話
し
し
て
い
る
と
、

必
ず
割
っ
て
入
っ
て
く
る
し
…
。
少

し
は
マ
マ
に
も
話
さ
せ
て
〜
！

〇
月
×
日

何
で
も
お
姉
ち
ゃ
ん
が

持
っ
て
い
る
物
を
触
り
た
が
る
柚
ち

ゃ
ん
。
お
姉
ち
ゃ
ん
だ
っ
て
貸
せ
な

い
時
も
あ
る
か
ら
ケ
ン
カ
も
多
い
。

で
も
、
マ
マ
が
忙
し
い
時
だ
け
は
、

優
貴
が
ち
っ
ち
ゃ
い
マ
マ
に
変
身
！

柚
ち
ゃ
ん
を
お
ん
ぶ
し
て
く
れ
た
り

し
て
、
い
つ
も
助
か
っ
て
る
ヨ
♪

〇
月
×
日

皮
膚
の
レ
ー
ザ
ー
治
療

を
受
け
て
い
る
ふ
た
り
。「
優
貴
も
が

ん
ば
る
か
ら
、
柚
貴
も
が
ん
ば
っ
て

ね
！
」「
う
ん
」
っ
て
励
ま
し
あ
っ
て

い
る
会
話
が
聞
こ
え
て
く
る
。

マ
イ
ペ
ー
ス
な
優
貴
と
、
几
帳
面

な
柚
貴
。
２
人
の
違
い
に
、
毎
日
楽

し
ま
せ
て
も
ら
っ
て
る
よ
☆

桜
の
季
節
到
来
で
す
ね
♪

ま
た
堀
尾
跡
公
園
に
お
弁
当
を
持
っ
て
出
掛

け
な
き
ゃ
！

待
ち
ど
お
し
い
！

（
す
も
も
）

お
菓
子
作
り
に
ハ
マ
っ
て
い
る
息
子
。
保
育

園
か
ら
帰
る
と
、
ホ
ッ
ト
ケ
ー
キ
や
ク
ッ
キ
ー

を
作
っ
て
い
ま
す
。
祖
母
の
誕
生
日
に
は
、
一

緒
に
デ
コ
レ
ー
シ
ョ
ン
ケ
ー
キ
を
作
り
ま
し

た
。

（
か
こ
）

広
報
４
月
号
が
発
行
さ
れ
る
こ
ろ
に
は
桜
が

咲
い
て
る
か
な
…
。

今
年
も
Ｚ
Ｏ
Ｏ
Ｍ
で
お
花
見
を
計
画
し
て
ま

す
。
み
ん
な
で
お
弁
当
を
作
っ
て
堀
尾
跡
公
園

に
出
掛
け
ま
す
♪

（
た
ー
ぼ
ー
）

地域振興課 蘂95-1111 内線117 薨95-1030
大口町ホームページ http://www.town.oguchi.aichi.jp/
Ｅメールアドレス info@town.oguchi.lg.jp

人 口 計 22,124人 男性 11,247人（前月比 －41人）
（3月1日現在） 女性 10,877人（前月比 － 7人）
世帯数 7,782世帯（前月比 －51世帯）

発 行 大口町 〒480-0144 大口町下小口七丁目155番地
編 集 広報編集委員会・大口町NPO登録団体ZOOM・地域振興課 広報おおぐちは再生紙を使用しています。

は
じ
め
ま
し
て
。
山
口
煌
斗
で
す
。

１０
月
に
２
８
２
５
グ
ラ
ム
で
誕
生
し

ま
し
た
。

僕
は
抱
っ
こ
が
大
好
き
な
甘
え
ん

坊
な
ん
だ
。
最
近
は
大
き
く
な
っ
た

の
で
、
パ
パ
や
マ
マ
に
重
い
と
言
わ

れ
ち
ゃ
う
ん
だ
よ
ね
。

僕
の
楽
し
み
は
パ
パ
と
遊
ぶ
こ

と
。
い
ろ
ん
な
お
も
ち
ゃ
を
使
っ
て

僕
を
楽
し
ま
せ
て
く
れ
る
ん
だ
。
あ

と
お
風
呂
も
大
好
き
で
お
湯
を
バ
チ

ャ
バ
チ
ャ
し
た
り
、
ア
ヒ
ル
さ
ん
と

遊
ん
だ
り
し
て
い
る
よ
。
こ
れ
か
ら

も
楽
し
い
事
を
い
っ
ぱ
い
見
つ
け
た

い
な
。

可
愛
い
笑
顔
で
い
つ
も
幸
せ
な
気

持
ち
に
さ
せ
て
く
れ
る
あ
き
ち
ゃ

ん
。
元
気
い
っ
ぱ
い
育
っ
て
ね
。

は
じ
め
ま
し
て
。
柘
植
陽
咲
と
申

し
ま
す
。
父
上
、
母
上
、
私
を
産
ん

で
い
た
だ
き
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま

す
。
四
ヶ
月
で
座
れ
る
け
ど
、
寝
返

り
は
出
来
な
く
て
ご
め
ん
な
さ
い
。

父
上
と
母
上
に
似
て
、
や
る
気
が

出
な
い
と
や
ら
な
い
面
倒
く
さ
が
り

の
私
。

今
の
マ
イ
ブ
ー
ム
は
新
聞
を
ゴ
ジ

ラ
の
様
に
や
ぶ
る
こ
と
か
な
♪
紙
以

外
も
破
り
た
い
け
ど
硬
く
て
破
れ
な

い
の
。
困
っ
た
も
の
ね
。

先
日
の
初
節
句
で
ケ
ー
キ
の
生
ク

リ
ー
ム
を
初
め
て
舐
め
さ
せ
て
い
た

だ
い
た
ら
、
す
ご
く
美
味
し
か
っ
た

わ
☆
だ
か
ら
離
乳
食
を
早
く
食
べ
た

い
な
ぁ
っ
て
最
近
思
っ
て
い
る
の
。

父
上
、
母
上
、
私
頑
張
り
ま
す
わ
☆

No.616No.617

つげ ひなた ちゃん やまぐち あきと くん

（
外
坪
）

お
父
さ
ん

柘
植

邦
明

お
母
さ
ん

香

（
余
野
）お

父
さ
ん

山
口

敦

お
母
さ
ん

し
の
ぶ

加
藤

み
ど
り
さ
ん

優
貴
ち
ゃ
ん

Ｈ
１７
・
５
・
１５
生

柚
貴
ち
ゃ
ん

Ｈ
２０
・
７
・
１５
生

下小口

vol.193
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